
JP 2018-520568 A 2018.7.26

(57)【要約】
　ネットワークは、拡張サウンディング基準信号（ＳＲ
Ｓ）送信技法を使用して、共有スペクトル上の基準信号
送信をサポートする場合がある。例えば、ワイヤレスデ
バイスはアップリンク許可とインジケータとを受信する
場合がある。アップリンク許可は、ワイヤレスデバイス
へのアップリンクリソース割振りを含む場合があり、イ
ンジケータは次の基準信号送信をデバイスに通知する場
合がある。ワイヤレスデバイスは、アップリンク許可と
インジケータとを使用して、アップリンク許可において
割り当てられたリソースに対して基準信号送信期間を決
定する場合がある。例えば、ワイヤレスデバイスは、基
準信号送信期間がアップリンク送信期間の前、間、又は
後であると決定する場合がある。場合によっては、ワイ
ヤレスデバイスは、基準信号送信のために非周期的又は
周期的にスケジュールされる場合がある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別する
ことと、
　基準信号のアップリンク送信に関連付けられたダウンリンク送信においてインジケータ
を受信することと、
　前記アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別することと、
　識別された前記基準信号時間期間の間に前記共有無線周波数スペクトル帯域にわたって
前記基準信号を送信することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記アップリンク送信時間期間の最後にあるように前記基準信号時間期間を決定するこ
と
を更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　割り当てられた物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の最後のシンボル、又は
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の最後の１つ若しくは２つのシンボルの間
にあるように前記基準信号時間期間を決定すること
を更に備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アップリンク送信時間期間の最初にあるように前記基準信号時間期間を決定するこ
と
を更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　復調基準信号（ＤＭＲＳ）ベースのプリアンブルとして前記基準信号を送信すること
を更に備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記アップリンク送信時間期間の最後の後であるように前記基準信号時間期間を決定す
ること
を更に備え、前記基準信号時間期間が少なくとも１つのシンボルを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　前記アップリンク送信時間期間の最初より前であるように前記基準信号時間期間を決定
すること
を更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）プリアンブルとして前記基準信号を送信するこ
と
を更に備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記基準信号時間期間が、特殊サブフレームの間にあり、少なくとも１つのシンボルを
備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　特殊物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内で前記インジケータを受信するこ
と
を更に備え、前記特殊ＰＤＣＣＨが前記基準信号を送信するための複数の周波数サブバン
ドを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　特殊ＰＤＣＣＨ内で前記インジケータを受信すること
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を更に備え、前記特殊ＰＤＣＣＨが前記基準信号を送信するようにワイヤレスデバイスに
示し、前記ワイヤレスデバイスが前記アップリンク送信時間期間の間に送信するようにス
ケジュールされていない、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記基準信号時間期間が、前記アップリンク送信時間期間に関連付けられた第１のアッ
プリンクサブフレームに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記アップリンク送信時間期間を識別することが、ワイヤレスデバイスにより、前記ア
ップリンク送信時間期間が前記ワイヤレスデバイス向けにスケジュールされていないこと
を識別することを備え、
　前記方法が、前記アップリンク送信時間期間が前記ワイヤレスデバイス向けにスケジュ
ールされていないことに少なくとも部分的に基づいて、特殊サブフレームの一部分の間に
あるように前記基準信号時間期間を決定することを更に備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記基準信号時間期間が前記アップリンク送信時間期間を備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記基準信号時間期間がＣＣＡ免除送信時間期間を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＣＣＡ免除送信時間期間が、アップリンクサブフレームの少なくとも一部分を備え
、周期的にスケジュールされる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記インジケータが、周期性、オフセット、又は周波数ホッピングパターンのうちの少
なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記基準信号時間期間が特殊サブフレームの一部分を備える、請求項１７に記載の方法
。
【請求項１９】
　特殊サウンディング基準信号（ＳＲＳ）フレームが前記基準信号時間期間を備える、請
求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記インジケータが、前記特殊ＳＲＳフレームに関連付けられた特殊ＳＲＳフレーム番
号を備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記基準信号時間期間が、周期的又は非周期的にスケジュールされる、請求項１に記載
の方法。
【請求項２２】
　受信された前記インジケータに少なくとも部分的に基づいて、前記基準信号時間期間の
間に前記基準信号を送信するために、周波数リソースと時間リソースとを識別すること
を更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記インジケータが、ＰＤＣＣＨ又はＰＦＦＩＣＨのうちの１つを介して受信される、
請求項１に記載の方法。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、
　　共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別す
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ることと、
　　基準信号のアップリンク送信に関連付けられたダウンリンク送信においてインジケー
タを受信することと、
　　前記アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別することと、
　　前記識別された基準信号時間期間の間に前記共有無線周波数スペクトル帯域にわたり
前記基準信号を送信することと
　を前記装置に行わせるように動作可能な命令と
を備える、装置。
【請求項２５】
　前記命令が、
　前記アップリンク送信時間期間の最後にあるように前記基準信号時間期間を決定するこ
と
を行わせるように動作可能である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令が、
　前記アップリンク送信時間期間の最初にあるように前記基準信号時間期間を決定するこ
と
を行わせるように動作可能である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記命令が、
　前記アップリンク送信時間期間の最後の後であるように前記基準信号時間期間を決定す
ること
を行わせるように動作可能であり、前記基準信号時間期間が少なくとも１つのシンボルを
備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　特殊サウンディング基準信号（ＳＲＳ）フレームが前記基準信号時間期間を備える、請
求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別する
ための手段と、
　基準信号のアップリンク送信に関連付けられたダウンリンク送信においてインジケータ
を受信するための手段と、
　前記アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別するための手段と、
　前記識別された基準信号時間期間の間に前記共有無線周波数スペクトル帯域にわたり前
記基準信号を送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項３０】
　前記アップリンク送信時間期間の最後にあるように前記基準信号時間期間を決定するた
めの手段
を更に備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　割り当てられた物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の最後のシンボル、又は
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の最後の１つ若しくは２つのシンボルの間
にあるように前記基準信号時間期間を決定するための手段
を更に備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記アップリンク送信時間期間の最初にあるように前記基準信号時間期間を決定するた
めの手段
を更に備える、請求項２９に記載の装置。
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【請求項３３】
　復調基準信号（ＤＭＲＳ）ベースのプリアンブルとして前記基準信号を送信するための
手段
を更に備える、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記アップリンク送信時間期間の最後の後であるように前記基準信号時間期間を決定す
るための手段
を更に備え、前記基準信号時間期間が少なくとも１つのシンボルを備える、請求項２９に
記載の装置。
【請求項３５】
　前記アップリンク送信時間期間の最初より前であるように前記基準信号時間期間を決定
するための手段
を更に備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３６】
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）プリアンブルとして前記基準信号を送信するた
めの手段
を更に備える、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記基準信号時間期間が、特殊サブフレームの間にあり、少なくとも１つのシンボルを
備える、請求項３５に記載の装置。
【請求項３８】
　特殊物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内で前記インジケータを受信するた
めの手段
を更に備え、前記特殊ＰＤＣＣＨが前記基準信号を送信するための複数の周波数サブバン
ドを示す、請求項２９に記載の装置。
【請求項３９】
　特殊ＰＤＣＣＨ内で前記インジケータを受信するための手段
を更に備え、前記特殊ＰＤＣＣＨが前記基準信号を送信するようにワイヤレスデバイスに
示し、前記ワイヤレスデバイスが前記アップリンク送信時間期間の間に送信するようにス
ケジュールされていない、請求項２９に記載の装置。
【請求項４０】
　前記基準信号時間期間が、前記アップリンク送信時間期間に関連付けられた第１のアッ
プリンクサブフレームに対応する、請求項２９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記アップリンク送信時間期間を識別するための前記手段が、ワイヤレスデバイスによ
り、前記アップリンク送信時間期間が前記ワイヤレスデバイス向けにスケジュールされて
いないことを識別するための手段を備え、
　前記装置が、前記アップリンク送信時間期間が前記ワイヤレスデバイス向けにスケジュ
ールされていないことに少なくとも部分的に基づいて、特殊サブフレームの一部分の間に
あるように前記基準信号時間期間を決定するための手段を更に備える、
請求項２９に記載の装置。
【請求項４２】
　前記基準信号時間期間が前記アップリンク送信時間期間を備える、請求項２９に記載の
装置。
【請求項４３】
　前記基準信号時間期間がＣＣＡ免除送信時間期間を備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項４４】
　前記ＣＣＡ免除送信時間期間が、アップリンクサブフレームの少なくとも一部分を備え
、周期的にスケジュールされる、請求項４３に記載の装置。
【請求項４５】
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　前記インジケータが、周期性、オフセット、又は周波数ホッピングパターンのうちの少
なくとも１つを備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項４６】
　前記基準信号時間期間が特殊サブフレームの一部分を備える、請求項４５に記載の装置
。
【請求項４７】
　特殊サウンディング基準信号（ＳＲＳ）フレームが前記基準信号時間期間を備える、請
求項４５に記載の装置。
【請求項４８】
　前記インジケータが、前記特殊ＳＲＳフレームに関連付けられた特殊ＳＲＳフレーム番
号を備える、請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
　前記基準信号時間期間が、周期的又は非周期的にスケジュールされる、請求項２９に記
載の装置。
【請求項５０】
　受信された前記インジケータに少なくとも部分的に基づいて、前記基準信号時間期間の
間に前記基準信号を送信するために、周波数リソースと時間リソースとを識別するための
手段
を更に備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記インジケータが、ＰＤＣＣＨ又はＰＦＦＩＣＨのうちの１つを介して受信される、
請求項２９に記載の装置。
【請求項５２】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードが、
　共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別する
ことと、
　基準信号のアップリンク送信に関連付けられたダウンリンク送信においてインジケータ
を受信することと、
　前記アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別することと、
　前記識別された基準信号時間期間の間に前記共有無線周波数スペクトル帯域にわたり前
記基準信号を送信することと
を行うように実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年５月２２日に出
願された「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｍａｎａｇｉｎｇ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎｓ　ｏｆ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ」と題する、Ｆａｎらによる米国仮特
許出願第６２／１６５，８３５号、及び２０１６年５月１２日に出願された「Ｔｅｃｈｎ
ｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｍａｎａｇｉｎｇ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎｓ　ｏｆ　Ｒｅｆｅ
ｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ」と題する、Ｆａｎらによる米国特許出願第１５／１５３，
４１９号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、共有周波数スペクトル
帯域上のサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信を管理するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
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及びブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開さ
れている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、
及び電力）を共有することにより、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例には、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、及
び直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムが含まれる。
【０００４】
　[0004]例として、第１のワイヤレス多元接続通信システムは、ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ（登録商標））などの無線アクセス技術（ＲＡＴ）に従って動作する場合
があり、各々が、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られる複数の通信デバイス
向けの通信を同時にサポートする、幾つかの基地局を含む場合がある。基地局は、（例え
ば、基地局からＵＥへの送信用の）ダウンリンクチャネル上で、及び（例えば、ＵＥから
基地局への送信用の）アップリンクチャネル上でＵＥと通信する場合がある。第２のワイ
ヤレス多元接続通信システムは、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）などの異なるＲＡＴに従って動
作する場合があり、各々が複数のモバイルデバイス又はステーション（ＳＴＡ）向けの通
信を同時にサポートする、幾つかの基地局又はアクセスポイント（ＡＰ）を含む場合があ
る。ＡＰは、ダウンストリームリンク及びアップストリームリンク上でＳＴＡと通信する
場合がある。場合によっては、両方のタイプの通信システムは、お互いの存在下で動作す
る場合があり、共有リソースを使用する場合がある。
【０００５】
　[0005]一例では、専用無線周波数スペクトル帯域を使用するネットワークは、周期的又
は非周期的に、ＵＥに割り当てられた帯域の外側にある帯域についてのチャネル品質を推
定するために、ＳＲＳ送信をスケジュールする場合がある。しかしながら、専用スペクト
ル送信用のネットワークによって使用される非周期的及び周期的なＳＲＳ手順は、共有ネ
ットワーク内のＳＲＳ送信をサポートしない場合がある。従って、専用無線周波数スペク
トル帯域を使用するネットワークによって策定されたチャネル推定の品質は下がる場合が
ある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]ネットワークは、拡張サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信技法を使用して、
共有スペクトル上の基準信号送信をサポートする場合がある。例えば、ワイヤレスデバイ
スはアップリンク許可とインジケータとを受信する場合がある。アップリンク許可は、ワ
イヤレスデバイスへのアップリンクリソース割振りを含む場合があり、インジケータは次
の基準信号送信をデバイスに通知する場合がある。ワイヤレスデバイスは、アップリンク
許可とインジケータとを使用して、アップリンク許可において割り当てられたリソースに
対して基準信号送信期間を決定する場合がある。例えば、ワイヤレスデバイスは、基準信
号送信期間がアップリンク送信期間の前、間、又は後であると決定する場合がある。イン
ジケータは、次の基準信号送信のための時間リソースと周波数リソースとを更に示す場合
がある。場合によっては、ワイヤレスデバイスは、基準信号送信のために非周期的又は周
期的にスケジュールされる場合がある。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信の方法が記載される。方法は、共有無線周波数スペクトル帯域に
関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別することと、基準信号のアップリンク送
信に関連付けられたダウンリンク送信においてインジケータを受信することと、アップリ
ンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別することと、識別された基準信号時間
期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信号を送信することとを含む場合
がある。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のための装置が記載される。装置は、共有無線周波数スペクトル
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帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別するための手段と、基準信号のア
ップリンク送信に関連付けられたダウンリンク送信においてインジケータを受信するため
の手段と、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別するための手段と
、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信号を
送信するための手段とを含む場合がある。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための更なる装置が記載される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶され、プロセッサによって実行される
と、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別す
ることと、基準信号のアップリンク送信に関連付けられたダウンリンク送信においてイン
ジケータを受信することと、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別
することと、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり
基準信号を送信することとを装置に行わせるように動作可能な命令とを含む場合がある。
【００１０】
　[0010]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が記載
される。コードは、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時
間期間を識別することと、基準信号のアップリンク送信に関連付けられたダウンリンク送
信においてインジケータを受信することと、アップリンク送信時間期間に対する基準信号
時間期間を識別することと、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクト
ル帯域にわたり基準信号を送信することとを行うように実行可能な命令を含む場合がある
。
【００１１】
　[0011]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例は、アップリンク送信時間期間の最後にあるように基準信号時間期間を決定するため
のプロセス、機能、手段、又は命令を更に含む場合がある。追加又は代替として、幾つか
の例は、割り当てられた物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の最後のシンボル
、又は物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の最後の１つ若しくは２つのシンボ
ルの間にあるように基準信号時間期間を決定するためのプロセス、機能、手段、又は命令
を含む場合がある。
【００１２】
　[0012]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例は、アップリンク送信時間期間の最初にあるように基準信号時間期間を決定するため
のプロセス、機能、手段、又は命令を更に含む場合がある。追加又は代替として、幾つか
の例は、復調基準信号（ＤＭＲＳ）ベースのプリアンブルとして基準信号を送信するため
のプロセス、機能、手段、又は命令を含む場合がある。
【００１３】
　[0013]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例は、アップリンク送信時間期間の最後の後であるに基準信号時間期間を決定するため
のプロセス、機能、手段、又は命令を更に含む場合があり、基準信号時間期間は少なくと
も１つのシンボルを備える。追加又は代替として、幾つかの例は、アップリンク送信時間
期間の最初より前であるように基準信号時間期間を決定するためのプロセス、機能、手段
、又は命令を含む場合がある。
【００１４】
　[0014]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例は、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）プリアンブルとして基準信号を送信する
ためのプロセス、機能、手段、又は命令を更に含む場合がある。追加又は代替として、幾
つかの例では、基準信号時間期間は特殊サブフレームの間にあり、少なくとも１つのシン
ボルを備える。
【００１５】
　[0015]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
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の例は、特殊物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）内でインジケータを受信する
ためのプロセス、機能、手段、又は命令を更に含む場合があり、特殊ＰＤＣＣＨは基準信
号を送信するための複数の周波数サブバンドを示す。追加又は代替として、幾つかの例は
、特殊ＰＤＣＣＨ内でインジケータを受信するためのプロセス、機能、手段、又は命令を
含む場合があり、特殊ＰＤＣＣＨは、スケジュールされていないワイヤレスデバイスに基
準信号を送信するように示し、ワイヤレスデバイスは、アップリンク送信時間期間の間に
送信するようにスケジュールされていない。
【００１６】
　[0016]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、基準信号時間期間は、アップリンク送信時間期間に関連付けられた第１のアッ
プリンクサブフレームに対応する。追加又は代替として、幾つかの例では、アップリンク
送信時間期間を識別することは、ワイヤレスデバイスにより、アップリンク送信時間期間
がワイヤレスデバイス向けにスケジュールされていないことを識別することと、アップリ
ンク送信時間期間がワイヤレスデバイス向けにスケジュールされていないことに少なくと
も部分的に基づいて、特殊サブフレームの一部分の間にあるように基準信号時間期間を決
定することとを備える。
【００１７】
　[0017]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、基準信号時間期間はアップリンク送信時間期間を備える。追加又は代替として
、幾つかの例では、基準信号時間期間はＣＣＡ免除送信時間期間を備える。
【００１８】
　[0018]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、ＣＣＡ免除送信時間期間はアップリンクサブフレームの少なくとも一部分を備
え、周期的にスケジュールされる。追加又は代替として、幾つかの例では、インジケータ
は、周期性、又はオフセット、又は周波数ホッピングパターンを備える。
【００１９】
　[0019]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、基準信号時間期間は特殊サブフレームの一部分を備える。追加又は代替として
、幾つかの例では、特殊ＳＲＳフレームは基準信号時間期間を備える。
【００２０】
　[0020]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、インジケータは、特殊ＳＲＳフレームに関連付けられた特殊ＳＲＳフレーム番
号を備える。追加又は代替として、幾つかの例では、基準信号時間期間を識別することは
、特殊ＳＲＳフレーム番号、又は周期性、又はオフセット、又は周波数ホッピングパター
ンに少なくとも部分的に基づく。
【００２１】
　[0021]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、基準信号時間期間は周期的又は非周期的にスケジュールされる。追加又は代替
として、幾つかの例は、受信されたインジケータに少なくとも部分的に基づいて、基準信
号時間期間の間に基準信号を送信するために、周波数リソースと時間リソースとを識別す
るためのプロセス、機能、手段、又は命令を更に含む場合がある。
【００２２】
　[0022]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、アップリンク送信時間期間は少なくとも１つのアップリンクサブフレームを備
える。追加又は代替として、幾つかの例では、インジケータはＰＤＣＣＨ又はＰＦＦＩＣ
Ｈのうちの１つを介して受信される。
【００２３】
　[0023]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、ＰＤＣＣＨは、インジケータを備えるアップリンク許可又はダウンリンク許可
を備える。追加又は代替として、幾つかの例では、インジケータはＰＦＦＩＣＨ内のビッ
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トを設定することによって示される。
【００２４】
　[0024]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例では、インジケータは無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージである。追加又は代替
として、幾つかの例では、アップリンク送信時間期間を識別することは、受信された時分
割複信（ＴＤＤ）構成に少なくとも部分的に基づき、受信されたＴＤＤ構成は、次のアッ
プリンクサブフレームと、ダウンリンクサブフレームと、特殊サブフレームとを示す。
【００２５】
　[0025]ワイヤレス通信の方法が記載される。方法は、基準信号を送信するようにスケジ
ュールされるワイヤレスデバイスのセットを識別することと、アップリンク送信時間期間
に対する基準信号を送信するための基準信号時間期間を決定することと、決定された基準
信号時間期間に関連付けられたワイヤレスデバイスのセットに指示を送信することとを含
む場合がある。
【００２６】
　[0026]ワイヤレス通信のための装置が記載される。装置は、基準信号を送信するように
スケジュールされるワイヤレスデバイスのセットを識別するための手段と、アップリンク
送信時間期間に対する基準信号を送信するための基準信号時間期間を決定するための手段
と、決定された基準信号時間期間に関連付けられたワイヤレスデバイスのセットに指示を
送信するための手段とを含む場合がある。

　[0027]ワイヤレス通信のための更なる装置が記載される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶され、プロセッサによって実行される
と、基準信号を送信するようにスケジュールされるワイヤレスデバイスのセットを識別す
ることと、アップリンク送信時間期間に対する基準信号を送信するための基準信号時間期
間を決定することと、決定された基準信号時間期間に関連付けられたワイヤレスデバイス
のセットに指示を送信することとを装置に行わせるように動作可能な命令とを含む場合が
ある。
【００２７】
　[0028]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が記載
される。コードは、基準信号を送信するようにスケジュールされるワイヤレスデバイスの
セットを識別することと、アップリンク送信時間期間に対する基準信号を送信するための
基準信号時間期間を決定することと、決定された基準信号時間期間に関連付けられたワイ
ヤレスデバイスのセットに指示を送信することとを行うように実行可能な命令含む場合が
ある。
【００２８】
　[0029]本明細書に記載された方法、装置、又は非一時的コンピュータ可読媒体の幾つか
の例は、共有スペクトル上で基準信号を送信するためのプロセス、機能、手段、又は命令
を更に含む場合がある。記載されたシステム、方法、装置、又はコンピュータ可読媒体の
適用性の更なる範囲は、以下の発明を実施するための形態、特許請求の範囲、及び図面か
ら明らかになる。当業者には説明の範囲内の様々な変更及び修正が明らかになるので、発
明を実施するための形態及び具体例は、例示として与えられるものにすぎない。
【００２９】
　[0030]以下の図面を参照することにより、本開示の本質及び利点のより一層の理解が実
現され得る。添付の図では、同様の構成要素又は特徴は、同じ参照ラベルを有する場合が
ある。更に、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構
成要素を区別する第２のラベルとを続けることによって区別される場合がある。本明細書
において第１の参照ラベルのみが使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかか
わらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
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【図１】[0031]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポー
トするワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0032]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のワイ
ヤレス通信サブシステムの一例を示す図。
【図３】[0033]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の時分
割複信（ＴＤＤ）構成の一例を示す図。
【図４Ａ】[0034]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信方式の一例を示す図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のサウンデ
ィング基準信号（ＳＲＳ）送信方式の一例を示す図。
【図４Ｃ】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のサウンデ
ィング基準信号（ＳＲＳ）送信方式の一例を示す図。
【図４Ｄ】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のサウンデ
ィング基準信号（ＳＲＳ）送信方式の一例を示す図。
【図４Ｅ】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のサウンデ
ィング基準信号（ＳＲＳ）送信方式の一例を示す図。
【図４Ｆ】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のサウンデ
ィング基準信号（ＳＲＳ）送信方式の一例を示す図。
【図４Ｇ】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のサウンデ
ィング基準信号（ＳＲＳ）送信方式の一例を示す図。
【図５】[0035]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポー
トするプロセスフローの一例を示す図。
【図６】[0036]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポー
トするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図７】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポートする
ワイヤレスデバイスのブロック図。
【図８】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポートする
ワイヤレスデバイスのブロック図。
【図９】[0037]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポー
トするユーザ機器（ＵＥ）を含むシステムのブロック図。
【図１０】[0038]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポ
ートするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１１】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポートす
るワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１２】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポートす
るワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１３】[0039]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポ
ートする基地局を含むシステムのブロック図。
【図１４】[0040]本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のため
の方法を示す図。
【図１５】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のための方法
を示す図。
【図１６】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のための方法
を示す図。
【図１７】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のための方法
を示す図。
【図１８】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のための方法
を示す図。
【図１９】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のための方法
を示す図。
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【図２０】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のための方法
を示す図。
【図２１】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のための方法
を示す図。
【図２２】本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信のための方法
を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　[0041]本開示によれば、ネットワークは、拡張サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信
技法を使用して、共有無線周波数スペクトル帯域上の基準信号送信をサポートする場合が
ある。本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストで記載される。例えば、
非周期的及び周期的なＳＲＳ報告は、共有チャネル上のＳＲＳ送信又は拡張コンポーネン
トキャリア（ｅＣＣ）を使用することをサポートしない場合がある。従って、ネットワー
クは、拡張ＳＲＳ報告手順を利用する場合がある。例えば、基地局は、ユーザ機器（ＵＥ
）にインジケータを送信する場合があり、ＵＥは、インジケータを使用して共有スペクト
ルを使用するＳＲＳ送信期間を識別する場合がある。場合によっては、ＵＥは、インジケ
ータを使用して、ＳＲＳ送信期間が共有スペクトル向けにスケジュールされたアップリン
ク送信時間期間の前、間、又は後であると決定する場合がある。他の場合には、ＵＥは、
インジケータに基づいて、ＳＲＳ送信にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）免除（Ｃ
ＥＴ）リソースが使用される場合があると決定する場合がある。更に別の場合、ＵＥは、
インジケータに基づいて、ＳＲＳ送信に特殊ＳＲＳサブフレームが使用される場合がある
と決定する場合がある。インジケータは、周期的又は非周期的にＳＲＳ送信を実施するよ
うにＵＥを構成する場合もある。周期的な送信の場合、インジケータは、ＵＥにフレーム
番号又は特殊ＳＲＳフレーム番号を示すことに加えて、周期性と、オフセットと、周波数
ホッピングパラメータとを含む場合がある。
【００３２】
　[0042]幾つかの例では、インジケータは、特殊サブフレームの間に、スケジュールされ
たアップリンク送信時間期間より前に非周期的な送信を送信するようにＵＥを構成する場
合がある。インジケータは更に、割り振られた時間リソースと周波数リソースとを使用し
て送信するようにＵＥに命令する場合がある。ＵＥは、共有チャネル上でＳＲＳを送信す
るより前に、ＣＣＡを実施すること及び広帯域チャネル使用ビーコン信号（Ｗ－ＣＵＢＳ
）を送信することなどの、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順を実施する場合がある
。本開示のこれら及び他の態様は更に、装置図、システム図、及びフローチャートによっ
て示され、それらを参照して記載される。
【００３３】
　[0043]図１は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポ
ートするワイヤレス通信システム１００の一例を示す。ワイヤレス通信システム１００は
、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、ＡＰ１５０と、ＳＴＡ１５５と、コアネットワーク１
３０とを含む。幾つかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークであり得る。
【００３４】
　[0044]基地局１０５は、１つ又は複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤレ
スに通信する場合がある。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを提供する場合がある。ワイヤレス通信システム１００に示されて
いる通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、
又は基地局１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含む場合がある。基地
局１０５は、共有スペクトル上の通信向けのサウンディング基準信号をサポート及び利用
する場合がある。例えば、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１な
ど）を介してコアネットワーク１３０とインターフェースする場合がある。基地局１０５
はまた、直接的又は間接的（例えば、コアネットワーク１３０を介して）のいずれかでバ



(13) JP 2018-520568 A 2018.7.26

10

20

30

40

50

ックホールリンク１３４（例えば、Ｘ１など）を介して互いに通信する場合がある。基地
局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構成とスケジューリングとを実施する場合
があるか、又は基地局コントローラ（図示せず）の制御下で動作する場合がある。様々な
例では、基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、ホットスポットなどであり得る。
基地局１０５は、幾つかの例では、ｅノードＢ（ｅＮＢ）と呼ばれる場合もある。
【００３５】
　[0045]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散される場合が
あり、各ＵＥ１１５は固定又はモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、
リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末、ハンドセット、ユーザエージェ
ント、クライアント、又は他の何らかの適切な用語で呼ばれる場合もある。ＵＥ１１５は
また、携帯電話、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ、
タブレット、パーソナル電子デバイス、マシン型通信（ＭＴＣ）デバイスなどであり得る
。ＵＥ１１５はまた、サウンディング基準信号を利用して、共有スペクトル上で基地局１
０５と通信する場合がある。
【００３６】
　[0046]ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成において複数のキャリア
で構成される場合があり、通信リンク１２５は、そのようなマルチキャリアＣＡ構成を表
す場合がある。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなどと
呼ばれる場合もある。「コンポーネントキャリア」という用語は、ＣＡ動作においてＵＥ
１１５によって利用される複数のキャリアの各々を指す場合があり、システム帯域幅の他
の部分とは別個であり得る。例えば、ＣＣは、独立して、又は他のコンポーネントキャリ
アと組み合わせて利用されることが可能である、比較的狭い帯域幅のキャリアであり得る
。各ＣＣは、ＬＴＥ規格のリリース（release）８又はリリース９に基づく分離キャリア
と同じ能力を与える場合がある。複数のコンポーネントキャリアは、より大きい帯域幅、
例えば、より高いデータレートを幾つかのＵＥ１１５に提供するために、アグリゲート（
集約）されるか、又は同時に利用される場合がある。従って、個々のＣＣは、従来のＵＥ
１１５（例えば、ＬＴＥリリース８又はリリース９を実装するＵＥ１１５）との後方互換
性があり得るが、他のＵＥ１１５（例えば、リリース８／９後のＬＴＥバージョンを実装
するＵＥ１１５）は、マルチキャリアモードにおいて複数のコンポーネントキャリアで構
成される場合がある。ＤＬに使用されるキャリアはＤＬ　ＣＣと呼ばれる場合があり、Ｕ
Ｌに使用されるキャリアはＵＬ　ＣＣと呼ばれる場合がある。ＵＥ１１５は、キャリアア
グリゲーションのために、複数のＤＬ　ＣＣ及び１つ又は複数のＵＬ　ＣＣで構成される
場合がある。各キャリアは、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバ
ーヘッド情報、データなどを送信するために使用される場合がある。場合によっては、Ｕ
Ｅ１１５は、広帯域送信に拡張ＣＣ（ｅＣＣ）を利用する場合がある。ｅＣＣは、上述さ
れたように、他のｅＣＣ又はＣＣと同様にアグリゲートされる場合がある。
【００３７】
　[0047]ＵＥ１１５は、複数のキャリアを利用して単一の基地局１０５と通信する場合が
あり、様々なキャリア上で同時に複数の基地局と通信する場合もある。基地局１０５の各
セルは、ＵＬ　ＣＣとＤＬ　ＣＣとを含む場合がある。基地局１０５用の各サービングセ
ルのカバレージエリア１１０は、異なる場合がある（例えば、異なる周波数帯域上のＣＣ
は、異なる経路損失に遭遇する場合がある）。幾つかの例では、あるキャリアは、１次セ
ル（ＰＣｅｌｌ）によってサービスされる場合があるＵＥ１１５のために、１次キャリア
又は１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）として指定される。１次セルは、ＵＥごとに
上位レイヤ（例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）など）によって半静的に構成される場
合がある。ある特定のアップリンク制御情報（ＵＣＩ）、例えば、物理アップリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で送信されるＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質インジケータ（
ＣＱＩ）、及びスケジューリング情報は、１次セルによって搬送される。２次セル（ＳＣ
ｅｌｌ）によってサービスされる場合がある２次キャリア又は２次コンポーネントキャリ
ア（ＳＣＣ）として、更なるキャリアが指定される場合がある。２次セルは、同様に、Ｕ
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Ｅごとに半静的に構成される場合がある。場合によっては、２次セルは、１次セルと同じ
制御情報を含まないか、又はそれを送信するように構成されない場合がある。
【００３８】
　[0048]幾つかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、第１の無線アクセス技術（
例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ技術などのセルラー無線アクセス技術）に従って動作するが
、第２の無線アクセス技術（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ技術）に従って動作する１つ又は複数の
ネットワーク又はノードの存在下で動作する場合がある。例として、図１は、Ｗｉ－Ｆｉ
ステーション（ＳＴＡ）１５５と通信しているＷｉ－Ｆｉアクセスポイント（ＡＰ）１５
０から構成されるネットワークを示す。幾つかの例では、ＵＥ１１５又は基地局１０５は
、Ｗｉ－Ｆｉによって使用される無認可帯域内の動作をサポートする場合がある。ＳＴＡ
１５５又はＡＰ１５０は、ＬＴＥをサポートする場合があるが、無認可帯域内のＬＴＥ動
作向けに構成されていない場合があるＷｉ－Ｆｉデバイスであり得る。明確にするために
、共有帯域内のＬＴＥ動作をサポートするデバイスは、基地局１０５又はＵＥ１１５と呼
ばれ、サポートしないデバイスは、ＡＰ１５０又はＳＴＡ１５５と呼ばれる。
【００３９】
　[0049]Ｗｉ－Ｆｉネットワークでは、ＡＰ１５０は、共有無線周波数スペクトル上で複
数のＳＴＡ１５５と通信する場合がある。ＳＴＡ１５５は、通信リンクを確立するより前
に１つ又は複数の制御フレームを通信することを含む競合手順を使用する場合があり、そ
の結果、制御フレームの交換を介する通信リンクの構成により、近くの通信デバイスが遭
遇する干渉が制限される。そのような技法の一例には、送信要求（ＲＴＳ）及び送信可（
ＣＴＳ）のメッセージングが含まれ、例えば、別のデバイス（例えば、別のＳＴＡ１５５
又はＡＰ１５０）と通信しようとするＳＴＡ１５５は、最初にそのデバイスにＲＴＳフレ
ームを送る場合がある。受信側デバイスがＲＴＳフレームを受信するとすぐに、受信側デ
バイスは、ＣＴＳフレームを送ることによって通信リンクを確認する場合がある。ＣＴＳ
フレームがＳＴＡ１５５によって受信された後、ＳＴＡ１５５は、次いで、受信側デバイ
スにデータを送信することを開始する場合がある。このようにして、ＲＴＳ／ＣＴＳメッ
セージングは、ＳＴＡ１５５又はＡＰ１５０などのデバイスがＡＰ１５０又はＳＴＡ１５
５にデータを送信する前に通信パスを本質的にクリアすることを可能にすることにより、
フレーム衝突を削減することができる。
【００４０】
　[0050]ＬＴＥネットワークでは、基地局１０５及びＵＥ１１５は、セルラーネットワー
クの専用周波数スペクトル上、又は無線周波数スペクトルの異なる周波数帯域（例えば、
専用無線周波数帯域及び共有無線周波数帯域）にわたり通信する場合がある。Ｗｉ－Ｆｉ
とは異なり、基地局１０５は、専用スペクトルを使用するＬＴＥネットワーク内で、基地
局１０５とＵＥ１１５との間のアップリンク通信とダウンリンク通信とを調整する場合が
ある。例えば、基地局１０５は、アップリンクリソースを区分化し、複数のＵＥ１１５に
割り振る場合があり、その結果、各ＵＥ１１５は、互いからの干渉なしにアップリンクデ
ータを同時に送信する場合がある。従って、ＬＴＥネットワークは、複数のＵＥ１１５か
らの送信間の衝突を防止するために、Ｗｉ－Ｆｉにおいて使用される競合解消手順を採用
しない場合がある。専用（例えば、認可）無線周波数帯域を使用するセルラーネットワー
ク内のデータトラフィックの増加とともに、少なくとも幾つかのデータトラフィックの共
有無線周波数スペクトルへのオフローディングは、拡張データ送信容量のための機会をセ
ルラー事業者に与える場合がある。共有無線周波数スペクトルはまた、専用無線周波数ス
ペクトルへのアクセスが利用可能でないエリア内でサービスを提供する場合がある。
【００４１】
　[0051]共有周波数帯域を利用するために、ＬＴＥネットワークは、ＬＴＥ固有競合ベー
ス手順（例えば、ＬＢＴ）を実施して、Ｗｉ－Ｆｉネットワークと共存する場合がある。
ＬＢＴ手順は、共有周波数帯域にわたり送信するより前にクリアチャネルアセスメント（
ＣＣＡ）を実施することを含む場合がある。ＣＣＡ手順の間、ＵＥ１１５又は基地局１０
５は、チャネルがある特定の継続時間の間占有されているかどうかを決定するために、共
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有周波数帯域を監視する場合がある。チャネルが継続時間の間アイドルのままである場合
、ＵＥ１１５又は基地局１０５は送信を開始する場合がある。その間ＵＥ１１５が４と３
２との間のランダムな整数Ｎを選択し、Ｎ回のＣＣＡ手順を実施する、拡張ＣＣＡ（ｅＣ
ＣＡ）が利用される場合もある。次いで、Ｎ回のＣＣＡ手順の間チャネルが空いている場
合、ＵＥ１１５は媒体上で送信する場合がある。送信を検出したＬＴＥデバイス及びワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバイスは、それに応じて、媒体にアク
セスするように試みることを控える場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５又は基地局
１０５は、ＣＣＡを実施した後、データ送信より前に、ＬＴＥベースのプリアンブル（例
えば、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ））を送信する場合がある。プリアンブルは
、他のＬＴＥデバイスによって受信及び復号され、Ｗｉ－Ｆｉデバイスによって検出され
る。ＬＴＥベースのプリアンブルは、共有スペクトル上のＷｉ－Ｆｉ送信からＬＴＥ送信
を区別するために使用される場合がある。ＣＵＢ及び以後の送信は、共有チャネルの少な
くとも８０％を占有するように、インターレース及びリソースインデックス付けされる場
合がある。幾つかの例では、ＬＴＥデバイスは、その間デバイスがＣＣＡ手順を観察せず
に送信するＣＣＡ免除送信（ＣＥＴ）を使用して、ＬＢＴ手順をバイパスする場合がある
。ＣＥＴ送信は、ＣＥＴ送信の間使用することができる時間リソース又は周波数リソース
の最大継続時間又は最大割合などの、様々なＣＥＴ規則に準拠する場合がある。一例では
、ＣＥＴ送信は５％の最大デューティサイクルを有する。
【００４２】
　[0052]場合によっては、ＬＴＥネットワークは、共有スペクトル上の送信にｅＣＣを利
用する場合がある。ｅＣＣは、１次ＣＣ若しくは１次ｅＣＣのいずれかとアグリゲートさ
れる場合があるか、又は共有チャネル若しくは専用チャネル上の独立型通信に使用される
場合がある。ｅＣＣは、より広い帯域幅、より短いシンボル継続時間、より短い送信時間
間隔（ＴＴＩ）、及び修正された制御チャネル構成を含む、１つ又は複数の特徴によって
特徴づけられる場合がある。場合によっては、ｅＣＣは、キャリアアグリゲーション（Ｃ
Ａ）構成又は（例えば、複数のサービングセルが準最適なバックホールリンクを有すると
きの）デュアル接続性構成に関連付けられる場合がある。ｅＣＣは、（例えば、２つ以上
の事業者がスペクトルを使用することを許可された場合）無認可スペクトル又は共有スペ
クトルにおいて使用するために構成される場合がある。広い帯域幅によって特徴づけられ
るｅＣＣは、全帯域幅を監視することが可能でないか、又は（例えば、電力を節約するた
めに）限られた帯域幅を使用することを選好するＵＥ１１５によって利用される場合があ
る、１つ又は複数のセグメントを含む場合がある。ｅＣＣは、動的時分割複信（ＴＤＤ）
動作を利用する場合がある（即ち、ｅＣＣは、動的な条件に従って短いバーストのために
ＤＬ動作からアップリンク（ＵＬ）動作に切り替わる場合がある）。より短いシンボル継
続時間は、増加されたサブキャリア間隔に関連付けられる場合がある。ｅＣＣを利用する
ＵＥ１１５又は基地局１０５などのデバイスは、縮小されたシンボル継続時間（例えば、
１６．６７μｓ）において広帯域信号（例えば、２０、４０、６０、８０ＭＨｚなど）を
送信する場合がある。
【００４３】
　[0053]ＬＴＥネットワークは、双方向通信に周波数分割複信（ＦＤＤ）又はＴＤＤを使
用する場合がある。ＦＤＤ動作は、同時アップリンク／ダウンリンク送信を可能にする場
合がある。例えば、ＴＤＤ動作がアップリンク送信とダウンリンク送信との間を時間的に
切り替える場合があるのに対して、ＦＤＤは、周波数スペクトルリソースの一部分をダウ
ンリンク通信に割り振り、周波数スペクトルリソースの別の部分を同時アップリンク通信
に割り振る場合がある。例えば、ＴＤＤは、第１の継続時間の間、利用可能な周波数スペ
クトルリソースをダウンリンク通信に割り振り、次いで、第２の継続時間の間、利用可能
な周波数スペクトルリソースをアップリンク通信に割り振る場合がある。一例では、ＴＤ
Ｄ構成は、サブフレームの第１のセットをダウンリンク送信に割り振り、サブフレームの
第２のセットをアップリンク送信に割り振る場合がある。ＴＤＤ構成は更に、送信モード
間の切替えを容易にするために、ダウンリンク通信とアップリンク通信との間に特殊サブ
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フレームを含む場合がある。特殊サブフレームは、ダウンリンクパイロットタイムスロッ
ト（ＤｗＰＴＳ）と、ガード期間（ＧＰ）と、アップリンクパイロットタイムスロット（
ＵｐＰＴＳ）とを含む場合がある。ｅＣＣは幾つかのＴＤＤ構成を利用する場合があり、
その一例が下記に与えられる。
【００４４】
　[0054]ＬＴＥネットワークは、ＵＥ１１５に割り当てられた帯域幅の外側にある帯域幅
についてのチャネル品質を推定するために、ＳＲＳ送信をスケジュールする場合がある。
ＳＲＳは、周期的又は非周期的のいずれかでネットワークによってスケジュールされる場
合がある。周期的なＳＲＳスケジューリングは、指定されたＳＲＳサブフレーム内のＳＲ
Ｓ報告についての周期性と、オフセットと、周波数ホッピングとを含む、ＲＲＣメッセー
ジで構成される場合がある。非周期的なＳＲＳトリガリングは、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）に含まれる場合があり、ＵＥ１１５からの１回のＳＲＳ送信をトリ
ガするために使用される場合がある。非周期的なＳＲＳ送信は、（例えば、ＵｐＰＴＳの
間）アップリンクサブフレーム及び特殊サブフレーム内でスケジュールされる場合がある
。しかしながら、専用スペクトル送信用のＬＴＥネットワークによって使用される非周期
的及び周期的なＳＲＳ手順は、共有ネットワーク内のＳＲＳ送信をサポートしない場合が
ある。例えば、ＳＲＳ手順は、ＬＢＴ手順と互換性がない場合があり、ｅＣＣを使用する
送信をサポートしない場合がある。一例では、ＬＴＥベースの周期的なＳＲＳ報告は、共
有媒体へのアクセスを勝ち取るように試みるＵＥ１１５に関連付けられた様々な継続時間
に起因して、失敗する場合がある。更に、ＬＴＥベースの非周期的なＳＲＳ報告は、共有
スペクトルの制御を保持するために使用される連続送信規格を維持することに失敗する場
合がある。加えて、場合によっては、共有スペクトル上の送信は、ダウンリンク送信とア
ップリンク送信との間に特殊サブフレームを含まない場合がある。
【００４５】
　[0055]このようにして、ＬＴＥネットワークは、拡張ＳＲＳ送信技法を使用して共有ス
ペクトル上のＳＲＳ送信をサポートする場合がある。例えば、ＵＥ１１５は、共有周波数
帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間（例えば、アップリンクサブフレーム）
を識別する場合がある。ＵＥ１１５は、次いで、基準信号のアップリンク送信（例えば、
ＳＲＳ送信）に関連付けられた情報を含むインジケータを基地局１０５から受信する場合
がある。ＵＥ１１５は、インジケータ内で受信された情報を使用して、識別されたアップ
リンク送信時間期間に対する基準信号送信用の時間期間を決定する場合がある。例えば、
ＵＥ１１５は、基準信号送信期間がアップリンク送信期間の前、間、又は後であると決定
する場合がある。インジケータは更に、ＵＥ１１５に時間リソースと周波数リソースとを
示す場合がある。ＵＥ１１５は、次いで、示されたリソースを使用して、基準信号送信時
間期間の間に基準信号を送信する場合がある。
【００４６】
　[0056]図２は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のワ
イヤレス通信サブシステム２００の一例を示す。基地局１０５－ａ、ＵＥ１１５－ａ－１
、及びＵＥ１１５－ａ－２は、通信リンク２０５を介して、専用スペクトル（例えば、認
可スペクトル）、共有スペクトル（例えば、無認可スペクトル）、又は両方を使用して互
いに通信する場合がある。例えば、基地局１０５－ａは、ｅＣＣ上の通信リンク２０５－
ｂを介して、共有スペクトルを使用してＵＥ１１５－ａ－１及びＵＥ１１５－ａ－２と通
信する場合がある。
【００４７】
　[0057]基地局１０５は、ｅＣＣを使用して共有チャネル上で基準信号を送信するように
、複数のＵＥ１１５を非周期的又は周期的にスケジュールする場合がある。一例では、基
地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａ－２向けのＳＲＳ送信を非周期的にスケジュールする
場合がある。基地局１０５－ａは、ＣＣＡの実施を成功させ、共有チャネル上で送信を開
始する場合がある。送信は、ＵＥ１１５－ａ－１及び／又はＵＥ１１５－ａ－２に対する
許可（例えば、ダウンリンク許可又はアップリンク許可）をＰＤＣＣＨ内に含む場合があ
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る。許可は、ダウンリンクデータを見出すところと、アップリンクデータを送信するとこ
ろとをＵＥ１１５－ａ－１及びＵＥ１１５－ａ－２に知らせる場合があり、ＳＲＳ送信時
間期間を示すインジケータを含む場合もある。基地局１０５－ａは、インジケータを使用
して、ＵＥ１１５－ａ－１及び／又はＵＥ１１５－ａ－２に割り当てられたアップリンク
リソースに対する（例えば、それの前、間、又は後の）ＳＲＳ送信時間期間をスケジュー
ルする場合がある。場合によっては、ＳＲＳ送信時間期間は、割り当てられたアップリン
クリソースの間に含まれ、それを使用する場合がある。インジケータは更に、ＳＲＳ送信
用にＵＥ１１５－ａ－１及びＵＥ１１５－ａ－２に周波数リソース（例えば、広帯域又は
狭帯域）を割り振る場合がある。例えば、ＵＥ１１５－ａ－１及びＵＥ１１５－ａ－２は
、ダウンリンク許可を受信し、インジケータを使用して、基準信号をどこにいつ送信する
べきかを決定する場合がある。ＵＥ１１５－ａ－１及びＵＥ１１５－ａ－２は、各々ＣＣ
Ａを実施し、受信されたインジケータに基づいて、時間リソースと周波数リソースとを使
用してＳＲＳを送信する場合がある。別の例では、インジケータは、ＣＥＴリソースを使
用してＳＲＳを送信するように、ＵＥ１１５－ａ－１及びＵＥ１１５－ａ－２に指示する
場合がある。
【００４８】
　[0058]追加又は代替として、基地局１０５－ａは、サウンディング基準信号送信のため
にＵＥ１１５－ａ－１及びＵＥ１１５－ａ－２を周期的にスケジュールする場合がある。
上記と同様に、基地局１０５－ａは、ＣＣＡを実施し、共有チャネル上で送信を開始する
場合がある。送信は、ＵＥ１１５－ａ－１及びＵＥ１１５－ａ－２に宛てられたインジケ
ータ（例えば、ＲＲＣメッセージ）を含む場合がある。ＲＲＣメッセージは、周期性、オ
フセット、及び周波数ホッピングパターンの情報を含む場合があり、ある特定のサブフレ
ーム（例えば、特殊ＳＲＳサブフレーム又は特殊サブフレーム）をＳＲＳ送信に割り振る
場合がある。基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａ及びＵＥ１１５－ｂが周期性とオフセ
ットとを計算するために使用する場合があるＳＲＳフレーム番号を、ＵＥ１１５－ａ－１
及びＵＥ１１５－ａ－２に提供する場合がある。
【００４９】
　[0059]図３は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のＴ
ＤＤ構成３００の一例を示す。ＴＤＤ構成３００は、図１～図２を参照して上述されたＵ
Ｅ１１５と基地局１０５との間の送信の態様を示す場合がある。ＴＤＤ構成３００は、ア
ップリンク送信とダウンリンク送信との間の切替えを容易にするために、ダウンリンク送
信３１０、アップリンク送信３１５、及び／又は特殊サブフレーム３２０向けに指定され
る場合があるサブフレーム３０５を含む場合がある。アップリンク送信３１５は、幾つか
のＵＥ１１５に割り振られたサブバンド３７０に分割される場合がある。ＵＥ１１５はま
た、特殊サブフレーム３２０のガード期間３３０の間に、ある特定のサブバンド３７０向
けのＣＣＡ３４５を実施する場合がある。特別サブフレーム３２０は、ＤｗＰＴＳ３２５
と、ガード期間３３０と、ＵｐＰＴＳ３３５とを含む場合がある。基地局１０５は、アッ
プリンク送信３１５の前、間、又は後に基準信号送信３４０をスケジュールする場合があ
る。
【００５０】
　[0060]一例では、ＤｗＰＴＳ３２５は、ダウンリンクパイロット送信に幾つかのシンボ
ル期間（例えば、１０個のシンボル）を割り振られる場合があり、ＵｐＰＴＳ３３５は、
アップリンクパイロット送信に幾つかのシンボル期間（例えば、２つのシンボル）を割り
振られる場合がある。場合によっては、ＵｐＰＴＳは、物理ランダムアクセスチャネル（
ＰＲＡＣＨ）送信又はスケジューリング要求（ＳＲ）送信に使用される場合がある。ガー
ド期間３３０は、ダウンリンク送信とアップリンク送信との間の切替え時間として使用さ
れる場合があり、場合によっては、継続時間が３シンボル期間であり得る。しかしながら
、ＤｗＰＴＳ３２５、ガード期間３３０、又はＵｐＰＴＳ３３５のうちのいずれかに割り
振られるシンボルの数は、ＴＤＤ構成に基づいて変化する場合がある。基地局１０５は、
ＴＤＤ構成３００に従って、ｅＣＣを使用してデータを送信する場合がある。ＵＥ１１５
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へのｅＣＣ上のダウンリンク送信３１０は、広い帯域幅（例えば、８０ＭＨｚ）を利用す
る場合があるが、ＵＥ１１５は、サブバンド３７０上のアップリンク送信３１５に小さい
帯域幅（例えば、２０ＭＨｚ）を使用して応答する場合がある。しかしながら、場合によ
っては、ＵＥ１１５はｅＣＣ上で広い帯域幅を用いて応答する場合がある。
【００５１】
　[0061]共有チャネル上の送信の場合、基地局１０５は、ダウンリンク送信３１０を送信
するより前にＣＣＡを実施する場合がある。ダウンリンク送信３１０は、物理ダウンリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に加えて、ＰＤＣＣＨ又は物理フォーマットフレームイン
ジケータチャネル（ＰＦＦＩＣＨ）を含む場合がある。ＰＤＳＣＨはユーザデータを含む
場合があるが、ＰＤＣＣＨ又はＰＦＦＩＣＨは、ＵＥ１１５のための制御データを含む場
合がある。例えば、ＰＤＣＣＨ又はＰＦＦＩＣＨは、図２を参照して上述されたように、
基準信号送信３４０用のインジケータを含む場合がある。基地局１０５は、アップリンク
送信３１５に対して基準信号送信３４０がどこに位置するかを決定し、それに応じてイン
ジケータを作成する場合がある。場合によっては、基準信号は１～２シンボル期間延びる
場合があり、基準信号送信３４０は１シンボル期間からサブフレーム３０５の期間まで延
びる場合がある。ＵＥ１１５は、受信されたインジケータを使用して、アップリンク送信
３１５に対して基準信号送信３４０に割り振られる時間期間を決定し、基準信号（例えば
、ＳＲＳ）を送信する場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５は、共有チャネル上で送
信するより前にＣＣＡ３４５を実施する場合がある。ＵＥ１１５は更に、共有チャネルを
確保するために、ＣＣＡが成功した後、アップリンク送信より前に、ＣＵＢＳ（例えば、
Ｗｉ－Ｆｉ　ＣＵＢＳ（Ｗ－ＣＵＢＳ））を送信する場合がある。Ｗ－ＣＵＢＳは、ＬＴ
ＥデバイスとＷＬＡＮデバイスの両方によって復号され得るプリアンブルであり得る。
【００５２】
　[0062]図４Ａは、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
ＳＲＳ送信方式４００－ａの一例を示す。ＳＲＳ送信方式４００－ａは、図１～図３を参
照して上述されたＵＥ１１５と基地局１０５との間の送信の態様を示す場合がある。ＳＲ
Ｓ送信方式４００－ａは、アップリンク送信とダウンリンク送信との間の切替えを可能に
するために、ダウンリンク送信４１０、アップリンク送信４１５、及び特殊サブフレーム
４２０向けに指定される場合があるサブフレーム４０５を含む場合がある。ＳＲＳ送信方
式４００－ａは、ＳＲＳ送信４２５を更に含む場合がある。場合によっては、共有スペク
トル上の送信は、特殊サブフレーム４２０を含まない場合があるが、その間にＵＥ１１５
がチャネルへのアクセスを競合する場合がある送信ギャップ（例えば、ダウンリンク送信
とアップリンク送信のどちらもＵＥ１１５又は基地局１０５によって実施されない期間）
を含む場合がある。
【００５３】
　[0063]図４Ａの例では、基地局１０５は、割り当てられたアップリンク送信４１５の最
後にＳＲＳを送信するようにスケジュールされる１つ又は複数のＵＥ１１５を識別する場
合がある。基地局１０５は、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ）
割当ての最後にＳＲＳ送信４２５を実施するように、識別されたＵＥ１１５を非周期的に
トリガするインジケータをダウンリンク送信４１０内に含む場合がある。場合によっては
、インジケータは（例えば、アップリンク許可又はダウンリンク許可を介して）ＰＤＣＣ
Ｈに含まれ、他の場合には、インジケータはＰＦＦＩＣＨに含まれる。例えば、ＰＦＦＩ
ＣＨは、ＵＥ１１５がＳＲＳを送信するようにスケジュールされているか否かを示すため
に設定される場合があるビットを含む場合がある。他の場合には、インジケータは、ＳＲ
Ｓ送信４２５を送信するためのサブバンドをＵＥ１１５に示す特殊ＰＤＣＣＨに含まれ、
サブバンドは、そのＵＥ１１５用のＰＵＣＣＨ又はＰＵＳＣＨに割り振られたサブバンド
とは異なる場合がある。
【００５４】
　[0064]１つ又は複数のＵＥ１１５は更に、インジケータを受信する場合があり、場合に
よっては、（例えば、アップリンク送信４１５内で）ＰＵＳＣＨ送信及び／又はＰＵＣＣ
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Ｈ送信をスケジュールするアップリンク許可を受信する場合がある。場合によっては、ア
ップリンク許可は、アップリンク送信４１５全体を通してＵＥ１１５にアップリンクリソ
ースを割り振る場合がある。ＵＥ１１５は、ＳＲＳ送信期間４２５がアップリンク送信４
１５の最後に（例えば、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ割当ての最後に）位置すると決定する場
合がある。ＵＥ１１５は、受信されたインジケータ及びアップリンクリソース割当てに基
づいて、割り当てられたＰＵＳＣＨの最後のシンボルの間、及び／又は割り当てられたＰ
ＵＣＣＨの最後の１つ若しくは２つのシンボルの間に、ＳＲＳ送信４２５を送信する場合
がある。場合によっては、ＵＥ１１５は、アップリンク送信４１５より前にＣＣＡを実施
する場合がある。ＣＣＡが成功した後、ＵＥ１１５はその後、アップリンク送信４１５の
間にデータを送信し、アップリンク送信４１５が終わると、ＳＲＳ送信４２５の間にＳＲ
Ｓを送信する場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５は、３つのアップリンクサブフレ
ーム４０５のうちの２つのためのＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨリソースが割り当てられる場合
がある。この場合、ＵＥ１１５は、ＳＲＳ送信４２５より前に、上記のようにＣＣＡ手順
を実施する場合があり、割り当てられたＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨの１つ又は２つのシンボ
ル内でＳＲＳを送信する場合がある。例えば、複数のＵＥ１１５が同じサブバンドにわた
り送信するようにスケジュールされた場合、第１のＵＥ１１５は２つのアップリンクサブ
フレームの間に送信するようにスケジュールされる場合があり、第２のＵＥは３つのアッ
プリンクサブフレームの間に送信するようにスケジュールされる。第１のＵＥ１１５は、
次いで、（２番目のアップリンクサブフレームの最後に）ＳＲＳ送信４２５より前にＳＲ
Ｓを送信する場合があり、第２のＵＥ１１５はＳＲＳ送信４２５の間に送信する場合があ
る。
【００５５】
　[0065]ＳＲＳは、アンプリコードされた復調基準信号（ＤＭＲＳ）波形として送信され
る場合があり、時間的に１～２シンボル期間延びる場合がある。ＳＲＳ送信４２５は更に
、チャネルを完全に占有（例えば、チャネルの少なくとも８０％を占有）し、複数のＵＥ
１１５からの複数のＳＲＳ送信をサポートするために、インターリーブ及びリソースイン
デックス付けされる場合がある。ＳＲＳ送信４２５は、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＲＡ
ＣＨ、又はＳＲなどのような他のアップリンク送信とインターリーブされる場合がある。
ＵＥ１１５は、ＰＵＣＣＨ又はＰＵＳＣＨの間に発生するＳＲＳ送信４２５のまわりでレ
ートマッチングする場合がある。場合によっては、ＳＲＳ送信４２５は、更なるＵＥ１１
５に適応するために、ＣＤＭ技法、ＦＤＭ技法、及び／又は時分割多重化（ＴＤＭ）技法
を使用して送信される場合がある。場合によっては、ＰＵＣＣＨの間のＳＲＳ送信４２５
の送信は、制御信号とは異なる電力における送信であり得る。
【００５６】
　[0066]図４Ｂは、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
ＳＲＳ送信方式４００－ｂの一例を示す。ＳＲＳ送信方式４００－ｂは、図１～図４Ａを
参照して上述されたＵＥ１１５と基地局１０５との間の送信の態様を示す場合がある。Ｓ
ＲＳ送信方式４００－ｂは、アップリンク送信とダウンリンク送信との間の切替えを可能
にするために、ダウンリンク送信４１０－ａ、アップリンク送信４１５－ａ、及び特殊サ
ブフレーム４２０－ａ向けに指定される場合があるサブフレーム４０５－ａを含む場合が
ある。ＳＲＳ送信方式４００－ｂは、ＳＲＳ送信４２５－ａを更に含む場合がある。場合
によっては、共有スペクトル上の送信は、特殊サブフレーム４２０を含まない場合がある
が、その間にＵＥ１１５がチャネルへのアクセスを競合する場合がある、ダウンリンク送
信４１０とアップリンク送信４１５との間のギャップを含む場合がある。
【００５７】
　[0067]基地局１０５は、割り当てられたアップリンク送信４１５－ａの最初にＳＲＳを
送信するようにスケジュールされる１つ又は複数のＵＥ１１５を識別する場合がある。基
地局１０５は、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ割当ての最初にＳＲＳ送信４２５を実施するよう
に、識別されたＵＥ１１５を非周期的にトリガするインジケータをダウンリンク送信４１
０－ａ内に含む場合がある。場合によっては、インジケータは、図４Ａを参照して上述さ
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れたように、ＰＤＣＣＨ、ＰＦＦＩＣＨ、又は特殊ＰＤＣＣＨに含まれる。
【００５８】
　[0068]１つ又は複数のＵＥ１１５は、インジケータを受信し、ＳＲＳ送信時間期間がア
ップリンク送信４１５－ａの最初に位置すると決定する場合がある。場合によっては、識
別されたＵＥ１１５は更に、ＰＵＳＣＨ送信及び／又はＰＵＣＣＨ送信をスケジュールす
るアップリンク許可を受信する場合がある。インジケータ及び／又はアップリンク許可を
受信した後、ＵＥ１１５はチャネルを確保するためにＣＣＡを実施する場合がある。ＣＣ
Ａが成功した後、ＵＥ１１５は、アップリンク送信４１５－ａ内で、プリコードされたデ
ータシンボルを送信するより前に、ＤＭＲＳベースのプリアンブルを送信する場合がある
。ＤＭＲＳベースのプリアンブルは、ＳＲＳ送信４２５－ａの間に送信される場合があり
、ＳＲＳとして働く場合がある。他の場合には、ＵＥ１１５は、特殊サブフレーム４２０
の間に、ＣＵＢＳ内でアップリンク送信４１５－ａより前にＤＭＲＳベースのプリアンブ
ルを送信する場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５は、第２又は第３のアップリンク
サブフレーム内で送信するようにスケジュールされる場合がある。この場合、ＵＥ１１５
は、アップリンク送信４１５－ａより前にＣＣＡを実施する場合があるか、又はスケジュ
ールされたアップリンクサブフレームより前にＣＣＡを実施する場合があるかのいずれか
である。ＳＲＳ送信４２５－ａの態様は、図４Ａを参照して上述されたように実施される
場合がある。
【００５９】
　[0069]図４Ｃは、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
ＳＲＳ送信方式４００－ｃの一例を示す。ＳＲＳ送信方式４００－ｃは、図１～図４Ｂを
参照して上述されたＵＥ１１５と基地局１０５との間の送信の態様を示す場合がある。Ｓ
ＲＳ送信方式４００－ｃは、アップリンク送信とダウンリンク送信との間の切替えを可能
にするために、ダウンリンク送信４１０－ｂ及び特殊サブフレーム４２０－ｂ向けに指定
される場合があるサブフレーム４０５－ｂを含む場合がある。ＳＲＳ送信方式４００－ｃ
は、ＳＲＳ送信４２５－ｂを更に含む場合がある。場合によっては、共有スペクトル上の
送信は、特殊サブフレーム４２０を含まない場合があるが、その間にＵＥ１１５がチャネ
ルへのアクセスを競合する場合がある、ダウンリンク送信４１０とアップリンク送信４１
５との間のギャップを含む場合がある。
【００６０】
　[0070]基地局１０５は、割り当てられたアップリンク送信４１５－ｂの後にＳＲＳ送信
４２５－ｂを送信するようにスケジュールされる１つ又は複数のＵＥ１１５を識別する場
合がある。基地局１０５は、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ割当ての最後に続いてＳＲＳ送信４
２５－ｂを実施するように、識別されたＵＥ１１５を非周期的にトリガするインジケータ
をダウンリンク送信４１０－ｂ内に含む場合がある。場合によっては、インジケータは、
図４Ａ～図４Ｂを参照して上述されたように、ＰＤＣＣＨ、ＰＦＦＩＣＨ、又は特殊ＰＤ
ＣＣＨに含まれる。
【００６１】
　[0071]１つ又は複数のＵＥ１１５は、インジケータを受信し、ＳＲＳ送信時間期間がア
ップリンク送信４１５－ｂの後に位置すると決定する場合がある。場合によっては、識別
されたＵＥ１１５は更に、ＰＵＳＣＨ送信及び／又はＰＵＣＣＨ送信をスケジュールする
アップリンク許可を受信する場合がある。インジケータ及び／又はアップリンク許可を受
信した後、ＵＥ１１５は、アップリンク送信４１５－ｂが完了した後にＳＲＳ送信４２５
－ｂを送信する場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５は、アップリンク送信４１５－
ｂより前にＣＣＡを実施し、ＳＲＳ送信４２５－ｂの間にＳＲＳを送信する場合がある。
場合によっては、ＵＥ１１５は、３つのアップリンクサブフレームのうちの２つのための
送信に割り振られる場合がある。この場合、ＵＥ１１５は、第２のアップリンクサブフレ
ームの後にＳＲＳを送信する場合がある。ＳＲＳ送信４２５－ｂの態様は、図４Ａ～図４
Ｂを参照して上述されたように実施される場合がある。
【００６２】
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　[0072]図４Ｄは、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
ＳＲＳ送信方式４００－ｄの一例を示す。ＳＲＳ送信方式４００－ｄは、図１～図４Ｃを
参照して上述されたＵＥ１１５と基地局１０５との間の送信の態様を示す場合がある。Ｓ
ＲＳ送信方式４００－ｄは、アップリンク送信とダウンリンク送信との間の切替えを可能
にするために、ダウンリンク送信４１０－ｃ、アップリンク送信４１５－ｃ、及び特殊サ
ブフレーム４２０－ｃ向けに指定される場合があるサブフレーム４０５－ｃを含む場合が
ある。ＳＲＳ送信方式４００－ｃは、ＳＲＳ送信４２５－ｃを更に含む場合がある。送信
より前にチャネルを監視及び確保するために、ＣＣＡ４３０とＣＵＢＳ４３５とを含むＬ
ＢＴ手順４４０が使用される場合がある。ＬＢＴ手順４４０－ａは、ＳＲＳ送信方式４０
０－ｄの第１の周波数サブバンドに対して実施される場合があり、ＬＢＴ手順４４０－ｂ
は、ＳＲＳ送信方式４００－ｄの第２の周波数サブバンドに対して実施される場合がある
。場合によっては、共有スペクトル上の送信は、特殊サブフレーム４２０を含まない場合
があるが、その間にＵＥ１１５がチャネルへのアクセスを競合する場合がある、ダウンリ
ンク送信４１０とアップリンク送信４１５との間のギャップを含む場合がある。
【００６３】
　[0073]基地局１０５は、割り当てられたアップリンク送信４１５－ｃより前にＳＲＳ送
信４２５－ｃを送信するようにスケジュールされる１つ又は複数のＵＥ１１５を識別する
場合がある。基地局１０５は、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ割当ての最初より前にＳＲＳ送信
４２５－ｃを実施するように、識別されたＵＥ１１５を非周期的にトリガするインジケー
タをダウンリンク送信４１０－ｃ内に含む場合がある。場合によっては、インジケータは
、図４Ａ～図４Ｃを参照して上述されたように、ＰＤＣＣＨ、ＰＦＦＩＣＨ、又は特殊Ｐ
ＤＣＣＨに含まれる。
【００６４】
　[0074]１つ又は複数のＵＥ１１５は、インジケータを受信し、ＳＲＳ送信時間期間がア
ップリンク送信４１５－ｃより前に位置すると決定する場合がある。場合によっては、識
別されたＵＥ１１５は更に、ＰＵＳＣＨ送信及び／又はＰＵＣＣＨ送信をスケジュールす
るアップリンク許可を受信する場合がある。インジケータ及び／又はアップリンク許可を
受信した後、ＵＥ１１５は、特殊サブフレーム４２０－ｃの間（例えば、ＵｐＰＴＳの間
）にＳＲＳ送信４２５－ｃを送信する場合がある。ＵｐＰＴＳに割り振られたシンボルの
数に応じて、ＳＲＳ送信４２５－ｃは、１つ又は２つのシンボル期間を使用する場合があ
る。一例では、ＵＥ１１５は、ｅＣＣＡであり得るＣＣＡ４３０を実施する。媒体上で送
信するより前に、ＵＥ１１５は、チャネルを確保するためにＣＵＢＳ４３５－ａを送信す
る場合がある。ＣＵＢＳ４３５－ａを送信した後、ＵＥ１１５は、ＵｐＰＴＳの間にＳＲ
Ｓ送信４２５－ｃを実施する場合がある。ＳＲＳ送信４２５－ｃに続いて、ＵＥ１１５は
アップリンク送信４１５－ｃを開始する場合がある。この方式は、連続送信を実現し、他
のデバイスがチャネルにアクセスするように試みることを防止する場合がある。
【００６５】
　[0075]基地局１０５は、アップリンク送信４１５－ｃより前に周期的又は非周期的なＳ
ＲＳ報告をスケジュールする場合がある。非周期的な報告の場合、インジケータは、ＳＲ
Ｓ送信４２５－ｃの間に送信するようにＵＥ１１５を非周期的にトリガするために、ＰＤ
ＣＣＨに含まれる場合がある。周期的な報告の場合、基地局１０５は、ＲＲＣメッセージ
による周期的なＳＲＳ報告のために１つ又は複数のＵＥ１１５を構成する場合がある。Ｒ
ＲＣメッセージは、周期性、オフセット、及び周波数ホッピングパターンのパラメータを
含む場合がある。（例えば、ＰＤＣＣＨ内の）次の送信内に、基地局１０５は、ＵＥ１１
５が上記のパラメータに基づいてどの特殊サブフレーム４２０－ｃの間に送信するべきか
を決定するために使用する場合がある、フレーム番号を含める場合がある。ＵＥ１１５は
、ＳＲＳ送信４２５－ｃより前にＣＣＡを実施し、ＣＵＢＳを送信する場合がある。ＳＲ
Ｓ送信４２５－ｃの態様は、図４Ａ～図４Ｃを参照して上述されたように実施される場合
がある。
【００６６】



(22) JP 2018-520568 A 2018.7.26

10

20

30

40

50

　[0076]図４Ｅは、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
ＳＲＳ送信方式４００－ｅの一例を示す。ＳＲＳ送信方式４００－ｅは、図１～図４Ｄを
参照して上述されたＵＥ１１５と基地局１０５との間の送信の態様を示す場合がある。Ｓ
ＲＳ送信方式４００－ｅは、アップリンク送信とダウンリンク送信との間の切替えを可能
にするために、ダウンリンク送信４１０－ｄ、アップリンク送信４１５－ｄ、及び特殊サ
ブフレーム４２０－ｄ向けに指定される場合があるサブフレーム４０５－ｄを含む場合が
ある。ＳＲＳ送信方式４００－ｄは、ＳＲＳ送信４２５－ｄを更に含む場合がある。場合
によっては、共有スペクトル上の送信は、特殊サブフレーム４２０を含まない場合がある
が、その間にＵＥ１１５がチャネルへのアクセスを競合する場合がある、ダウンリンク送
信４１０とアップリンク送信４１５との間のギャップを含む場合がある。
【００６７】
　[0077]上記と同様に、基地局１０５は、割り当てられたアップリンク送信４１５－ｃよ
り前にＳＲＳ送信４２５－ｄを送信するようにスケジュールされる１つ又は複数のＵＥ１
１５を識別し、インジケータを送信する場合がある。場合によっては、インジケータは、
図４Ａ～図４Ｄを参照して上述されたように、ＰＤＣＣＨ、ＰＦＦＩＣＨ、又は特殊ＰＤ
ＣＣＨに含まれる。場合によっては、インジケータは、広帯域ＳＲＳ送信４２５－ｄを実
施するようにＵＥ１１５をスケジュールする場合があるか、又はスケジュールされたＰＵ
ＳＣＨ／ＰＵＣＣＨとは異なるサブバンド内にあるＳＲＳ送信４２５－ｄを実施するよう
にＵＥ１１５をスケジュールする場合がある。
【００６８】
　[0078]１つ又は複数のＵＥ１１５は、インジケータを受信し、ＳＲＳ送信時間期間がア
ップリンク送信４１５－ｄより前に位置すると決定する場合がある。場合によっては、識
別されたＵＥ１１５は更に、ＰＵＳＣＨ送信及び／又はＰＵＣＣＨ送信をスケジュールす
るアップリンク許可を受信する場合がある。インジケータ及び／又はアップリンク許可を
受信した後、ＵＥ１１５は、特殊サブフレーム４２０－ｄの間（例えば、ＵｐＰＴＳの間
）にＳＲＳ送信４２５－ｄを送信する場合がある。ＵＥ１１５は、ＳＲＳ送信４２５－ｄ
を送信するより前にＣＣＡを実施する場合がある。ＵｐＰＴＳに割り振られたシンボルの
数に応じて、ＳＲＳ送信４２５－ｃは、１つ又は２つのシンボル期間を使用する場合があ
る。場合によっては、識別されたＵＥ１１５は、異なるサブバンド内でＳＲＳ送信４２５
－ｄを送信するようにＵＥ１１５に指示する、特殊ＰＤＣＣＨ４５５内のインジケータを
受信する場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５は広帯域サウンディング用に構成され
る場合がある。場合によっては、ＳＲＳ送信４２５－ｄとアップリンク送信４１５－ｄと
の間にギャップ（例えば、１７μｓ）が発生する場合がある。この場合、ギャップは、Ｗ
ＬＡＮデバイス又は他のＬＴＥデバイスが媒体にアクセスするように試みることを防止す
るのに十分短い場合がある。
【００６９】
　[0079]追加又は代替として、基地局１０５は、識別されたＵＥ１１５へのＳＲＳ報告用
に、特殊サブフレーム４２０の代わりに特殊ＳＲＳフレーム４６５を示すインジケータを
ダウンリンク送信４１０－ｄ内に含む場合がある。特殊ＳＲＳフレーム４６５は、アップ
リンク送信４１５－ｄなどの、次のＰＵＣＣＨ送信又はＰＵＳＣＨ送信をスケジュールせ
ずに、ＳＲＳスケジューリングの目的に利用される場合がある。場合によっては、インジ
ケータはＰＤＣＣＨ４５５に含まれる。特殊ＳＲＳフレーム４６５は、ＰＤＣＣＨ４５５
と、ガード期間４６０と、ＳＲＳ送信４２５－ｄとを含む場合がある。ＰＤＣＣＨ４５５
は、ＳＲＳ送信４２５－ｄをスケジュールする制御情報を含む場合がある。ガード期間４
６０は、ダウンリンク送信４１０－ｄ及び／又はＰＤＣＣＨ４５５とＳＲＳ送信４２５－
ｄとの間の移行期間として使用される場合がある。
【００７０】
　[0080]インジケータを受信した後、識別されたＵＥ１１５は、特殊ＳＲＳフレーム４６
５の間にＳＲＳ送信４２５－ｄを送信する場合がある。ＵＥ１１５は、ガード期間４６０
の間、及びＳＲＳ送信４２５－ｄを送信するより前に、ＣＣＡを実施する場合がある。Ｃ
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ＣＡが成功した後、ＵＥ１１５は、ＳＲＳ送信４２５－ｄの送信のために、ＣＵＢＳを送
信し、インターレース及びリソースインデックス付けする場合がある。場合によっては、
ＵＥ１１５は、複数の帯域にわたりＣＣＡであり、ＵＥ１１５が空いているＣＣＡを観察
した各帯域内でＳＲＳ送信４２５－ｄを送信する場合がある。複数のＵＥ１１５は、ＦＤ
Ｍ技法、ＣＤＭ技法、又はＴＤＭ技法を使用して、ＳＲＳ送信４２５－ｄを送信する場合
がある。ＳＲＳ送信４２５－ｄの態様は、図４Ａ～図４Ｄを参照して上述されたように実
施される場合がある。
【００７１】
　[0081]図４Ｆは、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
ＳＲＳ送信方式４００－ｆの一例を示す。ＳＲＳ送信方式４００－ｆは、図１～図４Ｄを
参照して上述されたＵＥ１１５と基地局１０５との間の送信の態様を示す場合がある。Ｓ
ＲＳ送信方式４００－ｆは、アップリンク送信とダウンリンク送信との間の切替えを可能
にするために、ダウンリンク送信４１０－ｅ、アップリンク送信４１５－ｅ、及び特殊サ
ブフレーム４２０－ｅ向けに指定される場合があるサブフレーム４０５－ｅを含む場合が
ある。ＳＲＳ送信方式４００－ｆは、ＳＲＳ送信４２５－ｅを更に含む場合がある。場合
によっては、共有スペクトル上の送信は、特殊サブフレーム４２０を含まない場合がある
が、その間にＵＥ１１５がチャネルへのアクセスを競合する場合がある、ダウンリンク送
信４１０とアップリンク送信４１５との間のギャップを含む場合がある。
【００７２】
　[0082]基地局１０５は、ＳＲＳサブフレーム４４５の間にＳＲＳ送信４２５－ｅを実施
するようにスケジュールされる１つ又は複数のＵＥ１１５を識別する場合がある。基地局
１０５は、ＳＲＳサブフレーム４４５の間にＳＲＳ送信４２５－ｅを送信するように、識
別されたＵＥ１１５を非周期的にトリガするインジケータをダウンリンク送信４１０－ｅ
内に含む場合がある。ＳＲＳサブフレーム４４５は、アップリンク送信４１５－ｅのアッ
プリンクサブフレームの中を延在する場合がある。場合によっては、インジケータは、図
４Ａ～図４Ｅを参照して上述されたように、ＰＤＣＣＨ、ＰＦＦＩＣＨ、又は特殊ＰＤＣ
ＣＨに含まれる。
【００７３】
　[0083]１つ又は複数のＵＥ１１５は、インジケータを受信し、ＳＲＳサブフレーム４４
５がＳＲＳ送信４２５－ｅ用にスケジュールされていることを識別する場合がある。場合
によっては、識別されたＵＥ１１５は更に、ＰＵＳＣＨ送信及び／又はＰＵＣＣＨ送信を
スケジュールするアップリンク許可を受信する場合がある。インジケータ及び／又はアッ
プリンク許可を受信した後、ＵＥ１１５は、ＳＲＳサブフレーム４４５の間にＳＲＳ送信
４２５－ｅを送信する場合がある。ＵＥ１１５は、ＳＲＳ送信４２５－ｅを送信するより
前にＣＣＡを実施する場合がある。場合によっては、識別されたＵＥ１１５は、ＰＤＳＣ
Ｈ又はＰＵＣＣＨ用にスケジュールされたサブバンドとは異なるサブバンド内でＳＲＳ送
信４２５－ｅを送信するようにＵＥ１１５に指示する、特殊ＰＤＣＣＨ内のインジケータ
を受信する場合がある。この場合、ＵＥ１１５は広帯域サウンディング用に構成される場
合がある。ＳＲＳ送信４２５－ｅの態様は、図４Ａ～図４Ｅを参照して上述されたように
実施される場合がある。
【００７４】
　[0084]追加又は代替として、基地局１０５は、識別されたＵＥ１１５へのＳＲＳ報告用
に、特殊サブフレーム４２０－ｅの代わりに特殊ＳＲＳフレーム４６５－ａを示すインジ
ケータをダウンリンク送信４１０－ｅ内に含む場合がある。特殊ＳＲＳフレーム４６５－
ａは、ＰＵＣＣＨ送信又はＰＵＳＣＨ送信（例えば、アップリンク送信４１５－ｅの第２
及び第３のサブフレーム）をスケジュールせずに、ＳＲＳスケジューリングの目的に利用
される場合がある。場合によっては、インジケータはＰＤＣＣＨに含まれる。特殊ＳＲＳ
フレーム４６５－ａは、ＰＤＣＣＨ４５５－ａと、ガード期間４６０－ａと、ＳＲＳ送信
４２５－ｅとを含む場合がある。ＰＤＣＣＨ４５５－ａは、ＳＲＳ送信４２５－ｅをスケ
ジュールし、ＳＲＳサブフレーム４４５を割り振る制御情報を含む場合がある。ガード期
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間４６０－ａは、ＰＤＣＣＨとＳＲＳ送信４２５－ｅとの間の移行期間として使用される
場合がある。場合によっては、ＳＲＳ送信４２５－ｅをスケジュールする制御情報はダウ
ンリンク送信４１０－ｅに含まれ、特殊ＳＲＳフレーム４６５－ａはＰＤＣＣＨ４５５－
ａ又はガード期間４６０－ａを含まない。代わりに、その間にＵＥ１１５がチャネルへの
アクセスを競合する場合がある送信ギャップ（例えば、ダウンリンク送信とアップリンク
送信のどちらもＵＥ１１５又は基地局１０５によって実施されない期間）は、特殊サブフ
レーム４２０－ｅの継続時間に及ぶ場合がある。
【００７５】
　[0085]インジケータを受信した後、識別されたＵＥ１１５は、特殊ＳＲＳフレーム４６
５－ａを識別し、割り振られたＳＲＳサブフレーム４４５の間にＳＲＳ送信４２５－ｅを
送信する場合がある。ＵＥ１１５は、ガード期間４６０－ａの間、及びＳＲＳ送信４２５
－ｅを送信するより前に、ＣＣＡを実施する場合がある。ＣＣＡが成功した後、ＵＥ１１
５は、ＳＲＳ送信４２５－ｅの送信のために、ＣＵＢＳを送信し、インターレース及びリ
ソースインデックス付けする場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５は、複数の帯域に
わたりＣＣＡであり、ＵＥ１１５が空いているＣＣＡを観察した各帯域内でＳＲＳ送信４
２５－ｅを送信する場合がある。複数のＵＥ１１５は、ＦＤＭ技法、ＣＤＭ技法、又はＴ
ＤＭ技法を使用して、ＳＲＳ送信４２５－ｅを送信する場合がある。
【００７６】
　[0086]基地局１０５は、特殊ＳＲＳフレーム４６５－ａを使用して、周期的又は非周期
的なＳＲＳ報告をトリガする場合がある。非周期的な報告の場合、インジケータは、ＳＲ
Ｓサブフレーム４４５の間にＳＲＳ送信４２５－ｅを実施するようにＵＥ１１５を非周期
的にトリガするために、ＰＤＣＣＨ４５５－ａに含まれる場合がある。周期的な報告の場
合、基地局１０５は、ＲＲＣメッセージによる周期的なＳＲＳ報告のために１つ又は複数
のＵＥ１１５を構成する場合がある。ＲＲＣメッセージは、周期性、オフセット、及び周
波数ホッピングパターンのパラメータを含む場合がある。（例えば、ＰＤＣＣＨ内の）次
の送信では、基地局１０５は、ＵＥ１１５が上記のパラメータに基づいてどの特殊ＳＲＳ
フレーム４６５－ａの間に送信するべきかを決定するために使用する場合がある、特殊Ｓ
ＲＳフレーム番号を含む場合がある。ＵＥ１１５は、ＳＲＳ送信４２５－ｅより前にＣＣ
Ａを実施し、ＣＵＢＳを送信する場合がある。ＳＲＳ送信４２５－ｅの態様は、図４Ａ～
図４Ｅを参照して上述されたように実施される場合がある。
【００７７】
　[0087]図４Ｇは、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
ＳＲＳ送信方式４００－ｇの一例を示す。ＳＲＳ送信方式４００－ｇは、図１～図４Ｆを
参照して上述されたＵＥ１１５と基地局１０５との間の送信の態様を示す場合がある。Ｓ
ＲＳ送信方式４００－ｇは、ダウンリンク送信４１０－ｆ、アップリンク送信４１５－ｆ
向けに指定される場合がある、又は特殊サブフレーム４２０－ｆを使用してアップリンク
送信とダウンリンク送信との間の切替えを可能にするために指定される場合があるサブフ
レーム４０５－ｆを含む場合がある。ＳＲＳ送信方式４００－ｇはＳＲＳ送信４２５－ｆ
を更に含む場合があり、ＳＲＳ送信４２５－ｆはアンプリコードされたＤＭＲＳとして送
信される場合がある。場合によっては、共有スペクトル上の送信は、特殊サブフレーム４
２０を含まない場合があるが、その間にＵＥ１１５がチャネルへのアクセスを競合する場
合がある、特殊サブフレーム４２０－ｅの継続時間に及ぶ送信ギャップを含む場合がある
。
【００７８】
　[0088]基地局１０５は、スケジュールされたＣＥＴ期間４５０の間にＳＲＳ送信４２５
－ｆを送信するようにスケジュールされる１つ又は複数のＵＥ１１５を識別する場合があ
る。基地局１０５は、ＣＥＴ期間４５０の間にＳＲＳ送信４２５－ｆを送信するように、
識別されたＵＥ１１５を非周期的にトリガするインジケータをダウンリンク送信４１０－
ｆ内に含む場合がある。ＣＥＴ期間４５０は、基地局１０５によって周期的にスケジュー
ルされる場合がある。例えば、ＣＥＴ期間４５０は８０ｍｓごとに１度スケジュールされ
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る場合がある。場合によっては、インジケータは、図４Ａ～図４Ｆを参照して上述された
ように、ＰＤＣＣＨ、ＰＦＦＩＣＨ、又は特殊ＰＤＣＣＨに含まれる。
【００７９】
　[0089]１つ又は複数のＵＥ１１５は、インジケータを受信し、ＣＥＴ期間４５０がＳＲ
Ｓ送信４２５－ｆ用にスケジュールされていることを識別する場合がある。場合によって
は、識別されたＵＥ１１５は更に、ＰＵＳＣＨ送信及び／又はＰＵＣＣＨ送信をスケジュ
ールするアップリンク許可を受信する場合がある。インジケータ及び／又はアップリンク
許可を受信した後、ＵＥ１１５は、ＣＥＴ期間４５０の間にＳＲＳ送信４２５－ｅを送信
する場合がある。ＳＲＳ送信４２５－ｆの態様は、図４Ａ～図４Ｆを参照して上述された
ように実施される場合がある。
【００８０】
　[0090]図５は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用のプ
ロセスフロー５００の一例を示す。プロセスフロー５００は、図１～図４Ｇを参照して上
述されたＵＥ１１５及び基地局１０５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｂ及び基地局１０
５－ｂによって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５－ｂは、基地局１０
５－ｂから基準信号インジケータ及び／又はアップリンク許可を受信する場合がある。Ｕ
Ｅ１１５－ｂは、インジケータを使用して、ＳＲＳ信号を送信する基準信号送信時間を決
定する場合がある。
【００８１】
　[0091]ステップ５０５において、基地局１０５－ｂとＵＥ１１５－ｂはＲＲＣ接続を確
立する場合がある。場合によっては、ＲＲＣ接続を確立することは、ＵＥ１１５－ｂがｅ
ＣＣ及び／又は共有チャネルを使用することが可能かどうかを決定するためにＲＲＣメッ
セージを送ることを含む場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、ｅＣＣ及び共
有チャネルの能力を宣伝するＲＲＣメッセージを基地局１０５－ｂに送る場合がある。共
有チャネル内で動作し、ｅＣＣを使用するようにＵＥ１１５－ｂを構成するために、更な
るＲＲＣメッセージが送られる場合がある。周期的な基準信号送信用にＵＥ１１５－ｂを
構成するために、ＲＲＣメッセージが更に使用される場合がある。例えば、ＲＲＣメッセ
ージは、周期的な基準信号送信に関連付けられた、周期性と、オフセットと、周波数ホッ
ピングパラメータとを含む場合がある。ＲＲＣメッセージは、フレーム番号又は特殊サブ
フレーム番号を更に含む場合がある。
【００８２】
　[0092]ステップ５１０において、基地局１０５－ｂは、基準信号（例えば、ＳＲＳ）を
送信するようにスケジュールされる、ＵＥ１１５－ｂを含むＵＥ１１５のセットを識別す
る場合がある。ステップ５１５において、基地局１０５－ｂは、識別されたＵＥ１１５に
基づいて次のＴＤＤ構成内でスケジュールされたアップリンク送信に対して、基準信号を
送信するための基準信号時間期間を決定する場合がある。場合によっては、基地局１０５
－ｂは、基準信号時間期間がＵＥ１１５－ｂ向けにスケジュールされる場合があるアップ
リンク送信の前、間、又は後に発生する場合があると決定する場合がある。場合によって
は、基地局１０５－ｂは、アップリンク送信がスケジュールされていないと決定する場合
があり、ＳＲＳ送信を実施するようにＵＥ１１５－ｂに示す場合がある。例えば、基地局
は、図４Ｅ及び図４Ｆを参照して上述された特殊ＳＲＳフレーム４６５などの、次のアッ
プリンクサブフレームを含んでいない特殊ＳＲＳフレームが利用されると決定する場合が
ある。他の場合には、基地局は、基準信号送信にＣＥＴリソースが使用されると決定する
場合がある。
【００８３】
　[0093]ステップ５２０において、基地局１０５－ｂは、決定された基準信号時間期間に
基づいてインジケータを作成し、ＵＥ１１５－ｂへの制御情報内でインジケータを送信す
る場合がある。インジケータは、非周期的又は周期的に基準信号送信をスケジュールする
ために使用される場合がある。場合によっては、インジケータは、基準信号時間期間がア
ップリンク送信の前、間、又は後であることを示すために使用される場合がある。他の場
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合には、インジケータは、基準信号送信がスケジュールされたＣＥＴリソースの間に発生
することを示すために使用される場合がある。場合によっては、インジケータは、アップ
リンク送信がスケジュールされていないことと、特殊ＳＲＳフレームが利用されることと
を示すために使用される場合がある。更に別の場合には、インジケータは、周期的な基準
信号送信用のオフセット、周期性、周波数ホッピング方式、フレーム番号、又は特殊フレ
ーム番号を示す場合がある。インジケータは、基準信号送信のために時間リソースと周波
数リソースとをＵＥ１１５－ｂに割り振るために、更に使用される場合がある。インジケ
ータは、ＰＤＣＣＨ、ＰＦＦＩＣＨ、又は特殊ＰＤＣＣＨを使用して送られる場合がある
。
【００８４】
　[0094]ステップ５２５において、ＵＥ１１５－ｂは、制御情報を受信し、アップリンク
送信時間期間を識別する場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、インジケータ
に加えて、ＰＤＣＣＨ内でアップリンク許可を受信し、アップリンクリソース割振りを決
定する場合がある。例えば、ＵＥ１１５－ｂは、ＰＤＣＣＨが次のＰＵＳＣＨとＰＵＣＣ
Ｈとをスケジュールすると決定する場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、Ｐ
ＵＳＣＨとＰＵＣＣＨのどちらもスケジュールされていないと決定する場合がある。ステ
ップ５３０において、ＵＥ１１５－ｂは、基地局１０５－ｂによって作成されたインジケ
ータに基づいて、インジケータを受信する場合がある。
【００８５】
　[0095]ステップ５３５において、ＵＥ１１５－ｂは、受信されたインジケータ及びアッ
プリンク許可に基づいて、基準信号時間期間を識別する場合がある。例えば、ＵＥ１１５
－ｂは、基準信号送信期間がアップリンク送信時間期間の前、間、又は後であると決定す
る場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、基準信号時間期間が特殊サブフレー
ムの間（例えば、ＵｐＰＴＳの間）又は特殊ＳＲＳサブフレームの間であると決定する場
合がある。他の場合には、ＵＥ１１５－ｂは、基準信号送信時間期間がＣＥＴリソースの
間に発生すると決定する場合がある。別の場合には、ＵＥ１１５－ｂは、アップリンクリ
ソースが割り振られていないと決定し、基準信号送信時間期間が特殊ＳＲＳサブフレーム
の間に発生すると決定する場合がある。ＵＥ１１５－ｂは更に、受信されたインジケータ
に基づいて、基準信号送信用の時間リソースと周波数リソースとを決定する場合がある。
例えば、ＵＥ１１５－ｂは、ＵＥ１１５－ｂのＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨをスケジュールす
るために使用されるサブバンドとは異なるサブバンド内で、基準信号を送信するようにス
ケジュールされる場合がある。別の例では、ＵＥ１１５－ｂは、複数のサブバンドにわた
って広帯域基準信号を送信するようにスケジュールされる場合がある。場合によっては、
インジケータは、アップリンク送信期間に対する位置を指定せずに基準信号を送信するよ
うに、ＵＥ１１５－ｂに通知する場合がある。この場合、ＵＥ１１５－ｂは、インジケー
タを受信し、所定の構成に従って基準信号を送信する場合がある。例えば、ネットワーク
は、アップリンク送信の最後に発生する基準信号送信向けに構成される場合がある。ＵＥ
１１５－ｂは、基準信号のアップリンク送信に関連付けられたインジケータを受信する場
合があり、基準信号送信用の位置を更に決定することなく、アップリンク送信の最後に基
準信号を送信する場合がある。
【００８６】
　[0096]ステップ５４０において、ＵＥ１１５－ｂは、識別された基準信号時間期間並び
に割り振られた時間リソース及び周波数リソースに基づいて、基準信号を送信する場合が
ある。基準信号を送信するより前に、ＵＥ１１５－ｂは、チャネルが空いているかどうか
を決定するためにＣＣＡを実施する場合がある。場合によっては、アップリンク送信、基
準信号送信、又は両方より前に、ＣＣＡは実施される。チャネルが空いていると決定した
後、ＵＥ１１５－ｂは、チャネルを確保するためにＣＵＢＳを送信する場合がある。ＵＥ
１１５－ｂは、次いで、識別された基準信号送信期間の間に基準信号を送信することに進
む場合がある。ＵＥ１１５－ｂは、サブバンドを占有し、他のＵＥ１１５からの基準信号
送信に適応するために、基準信号送信をインターリーブ及びリソースインデックス付けす
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る場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、増大した数のＵＥ１１５に適応する
ために、ＣＤＭ技法、ＦＤＭ技法、又はＴＤＭ技法を使用して基準信号を送信する場合が
ある。
【００８７】
　[0097]図６は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポ
ートするワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００は、
図１～図５を参照して記載されたＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイ
ス６００は、受信機６０５、ＳＲＳ送信モジュール６１０、又は送信機６１５を含む場合
がある。ワイヤレスデバイス６００は、プロセッサを含む場合もある。これらの構成要素
の各々は、互いと通信している場合がある。
【００８８】
　[0098]受信機６０５は、パケット、ユーザデータ、又は様々な情報チャネルに関連付け
られた制御情報（例えば、制御チャネル、データチャネル、及び基準信号の送信を管理す
るための技法に関する情報など）などの情報を受信する場合がある。情報は、ＳＲＳ送信
モジュール６１０及びワイヤレスデバイス６００の他の構成要素に渡される場合がある。
幾つかの例では、受信機６０５は特殊ＰＤＣＣＨ内でインジケータを受信する場合があり
、特殊ＰＤＣＣＨは基準信号を送信するための複数の周波数サブバンドを示す。幾つかの
例では、受信機６０５は特殊ＰＤＣＣＨ内でインジケータを受信する場合があり、特殊Ｐ
ＤＣＣＨは、スケジュールされていない時間期間の間にＳＲＳを送信するように、即ち、
ワイヤレスデバイス６００が他のワイヤレスデバイス用にスケジュールされたアップリン
ク送信期間の間に、又はスケジュールされたアップリンク送信時間期間と同じ帯域内で送
信するようにスケジュールされていないときに送信するように、スケジュールされていな
いワイヤレスデバイス６００に示す。幾つかの例は、インジケータはＰＤＣＣＨ又はＰＦ
ＦＩＣＨのうちの１つを介して受信される。
【００８９】
　[0099]ＳＲＳ送信モジュール６１０は、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられ
たアップリンク送信時間期間を識別し、基準信号のアップリンク送信に関連付けられたダ
ウンリンク送信においてインジケータを受信し、アップリンク送信時間期間に対する基準
信号時間期間を識別し、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯
域にわたり基準信号を送信する場合がある。
【００９０】
　[0100]送信機６１５は、ワイヤレスデバイス６００の他の構成要素から受け取った信号
を送信する場合がある。幾つかの例では、送信機６１５は、トランシーバモジュール内で
受信機６０５とコロケート（同一場所に配置）される場合がある。送信機６１５は、単一
のアンテナを含む場合があるか、又は複数のアンテナを含む場合がある。幾つかの例では
、送信機６１５は、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域に
わたり基準信号を送信する場合がある。幾つかの例では、送信機６１５は、復調基準信号
（ＤＭＲＳ）ベースのプリアンブルとして基準信号を送信する場合がある。幾つかの例で
は、送信機６１５は、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）プリアンブルとして基準信
号を送信する場合がある。
【００９１】
　[0101]図７は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポ
ートするワイヤレスデバイス７００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス７００は、
図１～図６を参照して記載されたワイヤレスデバイス６００又はＵＥ１１５の態様の一例
であり得る。ワイヤレスデバイス７００は、受信機６０５－ａ、ＳＲＳ送信モジュール６
１０－ａ、又は送信機６１５－ａを含む場合がある。ワイヤレスデバイス７００は、プロ
セッサを含む場合もある。これらの構成要素の各々は、互いと通信している場合がある。
ＳＲＳ送信モジュール６１０－ａは、アップリンク識別器７０５と、インジケータ識別器
７１０と、基準信号マネージャ７１５とを含む場合もある。
【００９２】
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　[0102]受信機６０５－ａは、ＳＲＳ送信モジュール６１０－ａ及びワイヤレスデバイス
７００の他の構成要素に渡される場合がある情報を受信する場合がある。ＳＲＳ送信モジ
ュール６１０－ａは、図６を参照して記載された動作を実施する場合がある。送信機６１
５－ａは、ワイヤレスデバイス７００の他の構成要素から受け取った信号を送信する場合
がある。
【００９３】
　[0103]アップリンク識別器７０５は、図２～図５を参照して記載されたように、共有無
線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別する場合があ
る。アップリンク識別器７０５は、アップリンク送信時間期間を識別する場合もあり、識
別されたアップリンク送信時間期間はワイヤレスデバイス７００向けにスケジュールされ
ない。幾つかの例では、アップリンク送信時間期間は、少なくとも１つのアップリンクサ
ブフレームを備える。アップリンク識別器７０５は、アップリンク送信時間期間が受信さ
れたＴＤＤ構成に少なくとも部分的に基づくことを識別する場合もあり、受信されたＴＤ
Ｄ構成は、次のアップリンクサブフレームと、ダウンリンクサブフレームと、特殊サブフ
レームとを示す。
【００９４】
　[0104]インジケータ識別器７１０は、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場
合があり、インジケータは、図２～図５を参照して記載されたように、基準信号のアップ
リンク送信に関連付けられる。幾つかの例では、ＰＤＣＣＨは、インジケータを備えるア
ップリンク許可又はダウンリンク許可を備える。幾つかの例では、インジケータは、ＰＦ
ＦＩＣＨ内のビットを設定することによって示される場合がある。
【００９５】
　[0105]基準信号マネージャ７１５は、図２～図５を参照して記載されたように、アップ
リンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。基準信号マネージ
ャ７１５は、アップリンク送信時間期間の最後にあるように基準信号時間期間を決定する
場合もある。基準信号マネージャ７１５は、割り当てられたＰＵＳＣＨの最後のシンボル
又はＰＵＣＣＨの最後の１つ若しくは２つのシンボルの間にあるように基準信号時間期間
を決定する場合もある。基準信号マネージャ７１５は、アップリンク送信時間期間の最初
にあるように基準信号時間期間を決定する場合もある。基準信号マネージャ７１５は、ア
ップリンク送信時間期間の最後の後であるように基準信号時間期間を決定する場合もあり
、基準信号時間期間は少なくとも１つのシンボルを備える。基準信号マネージャ７１５は
、アップリンク送信時間期間がワイヤレスデバイス７００向けにスケジュールされていな
いことを識別することに少なくとも部分的に基づいて、特殊サブフレームの一部分の間に
あるように基準信号時間期間を決定する場合もある。
【００９６】
　[0106]基準信号マネージャ７１５は、アップリンク送信時間期間の最初より前であるよ
うに基準信号時間期間を決定する場合もある。幾つかの例では、基準信号時間期間は、特
殊サブフレームの間にある場合があり、少なくとも１つのシンボルを備える。幾つかの例
では、基準信号時間期間は、アップリンク送信時間期間に関連付けられた第１のアップリ
ンクサブフレームに対応する。幾つかの例では、基準信号時間期間は、アップリンク送信
期間を備える。幾つかの例では、基準信号時間期間は、ＣＣＡ免除送信時間期間を備える
。幾つかの例では、ＣＣＡ免除送信時間期間は、アップリンクサブフレームの少なくとも
一部分を備え、周期的にスケジュールされる場合がある。幾つかの例では、基準信号時間
期間は、特殊サブフレームの一部分を備える。幾つかの例では、特殊ＳＲＳフレームは、
基準信号時間期間を備える。幾つかの例では、基準信号マネージャ７１５は、基準信号時
間期間が特殊ＳＲＳフレーム番号、又は周期性、又はオフセット、又は周波数ホッピング
パターンに少なくとも部分的に基づくことを識別する場合もある。幾つかの例では、基準
信号時間期間は、周期的又は非周期的にスケジュールされる場合がある。
【００９７】
　[0107]基準信号マネージャ７１５は、受信されたインジケータに少なくとも部分的に基
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づいて、基準信号時間期間の間に基準信号を送信するために、周波数リソースと時間リソ
ースとを識別する場合もある。基準信号マネージャ７１５は、基準信号時間期間とアップ
リンク送信時間期間との間の関係を識別する場合もあり、基準信号時間期間の位置は、ア
ップリンク送信時間期間の最初にあるか、又はアップリンク送信時間期間の最後にあるか
、又はアップリンク送信時間期間より前であるか、又はアップリンク送信時間期間の後で
あるか、又はアップリンク送信時間期間を備える。基準信号マネージャ７１５は、周期性
、又はオフセット、又は周波数ホッピングパターンに少なくとも部分的に基づいて、基準
信号時間期間とアップリンク送信時間期間との間の関係を識別する場合もある。
【００９８】
　[0108]図８は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポ
ートする、ワイヤレスデバイス６００又はワイヤレスデバイス７００の構成要素であり得
る、ＳＲＳ送信モジュールモジュール６１０－ｂのブロック図８００を示す。ＳＲＳ送信
モジュール６１０－ｂは、図６～図７を参照して記載されたＳＲＳ送信モジュール６１０
の態様の一例であり得る。ＳＲＳ送信モジュール６１０－ｂは、アップリンク識別器７０
５－ａと、インジケータ識別器７１０－ａと、基準信号マネージャ７１５－ａとを含む場
合もある。これらのモジュールの各々は、図７を参照して記載された機能を実施する場合
がある。ＳＲＳ送信モジュール６１０－ｂは、周期的インジケータ識別器８０５を含む場
合もある。
【００９９】
　[0109]周期的インジケータ識別器８０５は、図２～図５を参照して記載されたように、
インジケータが周期性、オフセット、又は周波数ホッピングパターンを含むように構成さ
れる場合がある。幾つかの例では、インジケータは、特殊ＳＲＳフレームに関連付けられ
た特殊ＳＲＳフレーム番号を備える。
【０１００】
　[0110]図９は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサポ
ートする、ＵＥ１１５－ｃを含むシステム９００のブロック図を示す。システム９００は
、図１、図２、図６、及び図７を参照して記載されたワイヤレスデバイス６００、ワイヤ
レスデバイス７００、又はＵＥ１１５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｃを含む場合があ
る。ＵＥ１１５－ｃは、図６～図８を参照して記載されたＳＲＳ送信モジュール６１０の
一例であり得る、ＳＲＳ送信モジュール９１０を含む場合がある。ＵＥ１１５－ｃは、Ｓ
ＲＳ識別器９２５を含む場合もある。ＵＥ１１５－ｃは、通信を送信するための構成要素
と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声及びデータ通信用の構成要素を含
む場合もある。例えば、ＵＥ１１５－ｃは、ＵＥ１１５－ｄ又は基地局１０５－ｂと双方
向に通信する場合がある。
【０１０１】
　[0111]ＵＥ１１５－ｃは、プロセッサ９０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）９２０を含む
）メモリ９１５と、トランシーバ９３５と、１つ又は複数のアンテナ９４０とを含む場合
もあり、それらの各々は、（例えば、バス９４５を介して）互いに直接的又は間接的に通
信する場合がある。トランシーバ９３５は、上述されたように、アンテナ９４０又は有線
リンク若しくはワイヤレスリンクを介して、１つ又は複数のネットワークと双方向に通信
する場合がある。例えば、トランシーバ９３５は、基地局１０５又は別のＵＥ１１５と双
方向に通信する場合がある。トランシーバ９３５は、パケットを変調し、変調されたパケ
ットを送信用にアンテナ９４０に供給し、アンテナ９４０から受信されたパケットを復調
するモデムを含む場合がある。ＵＥ１１５－ｃは単一のアンテナ９４０を含む場合がある
が、ＵＥ１１５－ｃは、複数のワイヤレス送信を同時に送信又は受信することが可能な複
数のアンテナ９４０を有する場合もある。ＳＲＳ識別器９２５は、ＵＥ１１５－ｃが非周
期的又は周期的なＳＲＳ報告用にスケジュールされていることを識別するために使用され
る場合がある。
【０１０２】
　[0112]メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読取り専用メモリ（Ｒ
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ＯＭ）とを含む場合がある。メモリ９１５は、実行されると、本明細書に記載された様々
な機能（例えば、基準信号の送信を管理するための技法など）をプロセッサ９０５に実行
させる命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウ
ェアコード９２０を記憶する場合がある。代替として、ソフトウェア／ファームウェアコ
ード９２０は、プロセッサ９０５によって直接的に実行可能でないが、（例えば、コンパ
イルされ実行されると）本明細書に記載された機能をコンピュータに実行させる場合があ
る。プロセッサ９０５は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、中央処理装
置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含む
場合がある。
【０１０３】
　[0113]図１０は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサ
ポートするワイヤレスデバイス１０００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１００
０は、図１～図９を参照して記載された基地局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレ
スデバイス１０００は、受信機１００５、基地局ＳＲＳ送信モジュール１０１０、又は送
信機１０１５を含む場合がある。ワイヤレスデバイス１０００は、プロセッサを含む場合
もある。これらの構成要素の各々は、互いと通信している場合がある。
【０１０４】
　[0114]受信機１００５は、パケット、ユーザデータ、又は様々な情報チャネルに関連付
けられた制御情報（例えば、制御チャネル、データチャネル、及び基準信号の送信を管理
するための技法に関する情報など）などの情報を受信する場合がある。情報は、基地局Ｓ
ＲＳ送信モジュール１０１０及びワイヤレスデバイス１０００の他の構成要素に渡される
場合がある。
【０１０５】
　[0115]基地局ＳＲＳ送信モジュール１０１０は、基準信号を送信するようにスケジュー
ルされるワイヤレスデバイスのセットを識別し、アップリンク送信時間期間に対する基準
信号を送信するための基準信号時間期間を決定し、アップリンク送信時間期間に対して決
定された基準信号時間期間に関連付けられたワイヤレスデバイスのセットに指示を送信す
る場合がある。
【０１０６】
　[0116]送信機１０１５は、ワイヤレスデバイス１０００の他の構成要素から受け取った
信号を送信する場合がある。幾つかの例では、送信機１０１５は、トランシーバモジュー
ル内で受信機１００５とコロケートされる場合がある。送信機１０１５は、単一のアンテ
ナを含む場合があるか、又は複数のアンテナを含む場合がある。幾つかの例では、送信機
１０１５は、アップリンク送信時間期間に対して決定された基準信号時間期間に関連付け
られたワイヤレスデバイスのセットに指示を送信する場合がある。
【０１０７】
　[0117]図１１は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサ
ポートするワイヤレスデバイス１１００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１１０
０は、図１～図１０を参照して記載されたワイヤレスデバイス１０００又は基地局１０５
の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１１００は、受信機１００５－ａ、基地局
ＳＲＳ送信モジュール１０１０－ａ、又は送信機１０１５－ａを含む場合がある。ワイヤ
レスデバイス１１００は、プロセッサを含む場合もある。これらの構成要素の各々は、互
いと通信している場合がある。基地局ＳＲＳ送信モジュール１０１０－ａは、基準信号ス
ケジューラ１１０５と、ＢＳ基準信号マネージャ１１１０とを含む場合もある。
【０１０８】
　[0118]受信機１００５－ａは、基地局ＳＲＳ送信モジュール１０１０－ａ及びワイヤレ
スデバイス１１００の他の構成要素に渡される場合がある情報を受信する場合がある。基
地局ＳＲＳ送信モジュール１０１０－ａは、図１０を参照して記載された動作を実施する
場合がある。送信機１０１５－ａは、ワイヤレスデバイス１１００の他の構成要素から受
け取った信号を送信する場合がある。



(31) JP 2018-520568 A 2018.7.26

10

20

30

40

50

【０１０９】
　[0119]基準信号スケジューラ１１０５は、図２～図５を参照して記載されたように、基
準信号を送信するようにスケジュールされるワイヤレスデバイスのセットを識別する場合
がある。ＢＳ基準信号マネージャ１１１０は、図２～図５を参照して記載されたように、
アップリンク送信時間期間に対する基準信号を送信するための基準信号時間期間を決定す
る場合がある。
【０１１０】
　[0120]図１２は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサ
ポートする、ワイヤレスデバイス１０００又はワイヤレスデバイス１１００の構成要素で
あり得る、基地局ＳＲＳ送信モジュールモジュール１０１０－ｂのブロック図１２００を
示す。基地局ＳＲＳ送信モジュール１０１０－ｂは、図１０～図１１を参照して記載され
た基地局ＳＲＳ送信モジュール１０１０の態様の一例であり得る。基地局ＳＲＳ送信モジ
ュール１０１０－ｂは、基準信号スケジューラ１１０５－ａと、ＢＳ基準信号マネージャ
１１１０－ａとを含む場合がある。これらのモジュールの各々は、図１１を参照して記載
された機能を実施する場合がある。
【０１１１】
　[0121]図１３は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信をサ
ポートする、基地局１０５を含むシステム１３００のブロック図を示す。システム１３０
０は、図１、図２、及び図１０～図１２を参照して記載されたワイヤレスデバイス１００
０、ワイヤレスデバイス１１００、又は基地局１０５の一例であり得る、基地局１０５－
ｃを含む場合がある。基地局１０５－ｃは、図１０～図１２を参照して記載された基地局
ＳＲＳ送信モジュール１０１０の一例であり得る、基地局ＳＲＳ送信モジュール１３１０
を含む場合がある。基地局１０５－ｃは、通信を送信するための構成要素と通信を受信す
るための構成要素とを含む、双方向音声及びデータ通信用の構成要素を含む場合もある。
例えば、基地局１０５－ｃは、ＵＥ１１５－ｅ、ＵＥ１１５－ｆ、基地局１０５－ｄ、及
び基地局１０５－ｅと双方向に通信する場合がある。
【０１１２】
　[0122]場合によっては、基地局１０５－ｃは、１つ又は複数の有線バックホールリンク
を有する場合がある。基地局１０５－ｃは、コアネットワーク１３０への有線バックホー
ルリンク（例えば、Ｓ１インターフェースなど）を有する場合がある。基地局１０５－ｃ
は、基地局間バックホールリンク（例えば、Ｘ２インターフェース）を介して、基地局１
０５－ｄ及び基地局１０５－ｅなどの他の基地局１０５と通信する場合もある。基地局１
０５の各々は、同じか又は異なるワイヤレス通信技術を使用して、ＵＥ１１５と通信する
場合がある。場合によっては、基地局１０５－ｃは、基地局通信モジュール１３２５を利
用して、基地局１０５－ｄ及び／又は基地局１０５－ｅなどの他の基地局と通信する場合
がある。幾つかの例では、基地局通信モジュール１３２５は、基地局１０５のうちの幾つ
かの間の通信を実現するために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内
のＸ２インターフェースを提供する場合がある。幾つかの例では、基地局１０５－ｃは、
コアネットワーク１３０を介して他の基地局と通信する場合がある。場合によっては、基
地局１０５－ｃは、ネットワーク通信モジュール１３３０を介してコアネットワーク１３
０と通信する場合がある。
【０１１３】
　[0123]基地局１０５－ｃは、プロセッサ１３０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）１３２０
を含む）メモリ１３１５と、トランシーバ１３３５と、アンテナ１３４０とを含む場合が
あり、それらの各々は、（例えば、バスシステム１３４５を介して）互いに直接的又は間
接的に通信している場合がある。トランシーバ１３３５は、アンテナ１３４０を介して、
マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向に通信するように構成される場合が
ある。トランシーバ１３３５（又は基地局１０５－ｃの他の構成要素）は、アンテナ１３
４０を介して、１つ又は複数の他の基地局（図示せず）と双方向に通信するように構成さ
れる場合もある。トランシーバ１３３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送
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信用にアンテナ１３４０に供給し、アンテナ１３４０から受信されたパケットを復調する
ように構成されたモデムを含む場合がある。基地局１０５－ｃは、各々が１つ又は複数の
関連付けられたアンテナ１３４０を有する複数のトランシーバ１３３５を含む場合がある
。トランシーバは、図１０の組み合わされた受信機１００５及び送信機１０１５の一例で
あり得る。
【０１１４】
　[0124]メモリ１３１５は、ＲＡＭとＲＯＭとを含む場合がある。メモリ１３１５は、実
行されると、本明細書に記載された様々な機能（例えば、基準信号の送信を管理するため
の技法、カバレージ増強技法を選択すること、呼処理、データベース管理、メッセージル
ーティングなど）をプロセッサ１３０５に実施させるように構成された命令を含んでいる
、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１３２０を記憶する場合
もある。代替として、ソフトウェア１３２０は、プロセッサ１３０５によって直接的に実
行可能でないが、例えば、コンパイルされ実行されると、本明細書に記載された機能をコ
ンピュータに実施させるように構成される場合がある。プロセッサ１３０５は、インテリ
ジェントハードウェアデバイス、例えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなど
を含む場合がある。プロセッサ１３０５は、エンコーダ、キュー処理モジュール、ベース
バンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）などの
様々な専用プロセッサを含む場合がある。
【０１１５】
　[0125]基地局通信モジュール１３２５は、他の基地局１０５との通信を管理する場合が
ある。場合によっては、通信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１５
との通信を制御するためのコントローラ又はスケジューラを含む場合がある。例えば、基
地局通信モジュール１３２５は、ビームフォーミング又はジョイント送信などの様々な干
渉軽減技法のために、ＵＥ１１５への送信向けのスケジューリングを調整する場合がある
。
【０１１６】
　[0126]ワイヤレスデバイス６００、ワイヤレスデバイス７００、ワイヤレスデバイス１
０００、ワイヤレスデバイス１１００、ＳＲＳ送信モジュール６１０－ｂ、及び基地局Ｓ
ＲＳ送信モジュール１０１０－ｂの構成要素は、ハードウェア内で適用可能な機能の一部
又は全部を実施するように適合された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて、個々に又は一
括して実装される場合がある。代替として、それらの機能は、少なくとも１つのＩＣ上で
、１つ又は複数の他の処理ユニット（又はコア）によって実施される場合がある。他の例
では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされる場合がある、他のタイプ
の集積回路（例えば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ（ＦＰＧＡ）、又は別のセミカスタムＩＣ）が使用される場合がある。各ユニ
ットの機能はまた、全体的又は部分的に、１つ又は複数の汎用プロセッサ又は特定用途向
けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令
を用いて実装される場合がある。
【０１１７】
　[0127]図１４は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１～図１３を参照
して記載されたように、ＵＥ１１５又はその構成要素によって実装される場合がある。例
えば、方法１４００の動作は、図６～図９を参照して記載されたように、ＳＲＳ送信モジ
ュール６１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５は、コードの
セットを実行して、下記に記載される機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
する場合がある。追加又は代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、下
記に記載される機能の態様を実施する場合がある。
【０１１８】
　[0128]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別
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する場合がある。幾つかの例では、ブロック１４０５の動作は、図７を参照して記載され
たように、アップリンク識別器７０５によって実施される場合がある。
【０１１９】
　[0129]ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場合があり、インジケータは基準信
号のアップリンク送信に関連付けられる。幾つかの例では、ブロック１４１０の動作は、
図７を参照して記載されたように、インジケータ識別器７１０によって実施される場合が
ある。
【０１２０】
　[0130]ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。幾つ
かの例では、ブロック１４１５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マ
ネージャ７１５によって実施される場合がある。
【０１２１】
　[0131]ブロック１４２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信
号を送信する場合がある。幾つかの例では、ブロック１４２０の動作は、図６を参照して
上述されたように、送信機６１５によって実施される場合がある。
【０１２２】
　[0132]図１５は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法１５００を示すフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１～図１３を参照
して記載されたように、ＵＥ１１５又はその構成要素によって実装される場合がある。例
えば、方法１５００の動作は、図６～図９を参照して記載されたように、ＳＲＳ送信モジ
ュール６１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５は、コードの
セットを実行して、下記に記載される機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
する場合がある。追加又は代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、下
記に記載される機能の態様を実施する場合がある。方法１５００はまた、図１４の方法１
４００の態様を組み込む場合がある。
【０１２３】
　[0133]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別
する場合がある。幾つかの例では、ブロック１５０５の動作は、図７を参照して記載され
たように、アップリンク識別器７０５によって実施される場合がある。
【０１２４】
　[0134]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場合があり、インジケータは基準信
号のアップリンク送信に関連付けられる。幾つかの例では、ブロック１５１０の動作は、
図７を参照して記載されたように、インジケータ識別器７１０によって実施される場合が
ある。
【０１２５】
　[0135]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。幾つ
かの例では、ブロック１５１５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マ
ネージャ７１５によって実施される場合がある。
【０１２６】
　[0136]ブロック１５２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間の最後にあるように基準信号時間期間を決定する場合が
ある。幾つかの例では、ブロック１５２０の動作は、図７を参照して記載されたように、
基準信号マネージャ７１５によって実施される場合がある。
【０１２７】
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　[0137]ブロック１５２５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、割り当てられたＰＵＳＣＨの最後のシンボル又はＰＵＣＣＨの最後の１つ若しくは
２つのシンボルの間にあるように基準信号時間期間を決定する場合がある。幾つかの例で
は、ブロック１５２５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マネージャ
７１５によって実施される場合がある。
【０１２８】
　[0138]ブロック１５３０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信
号を送信する場合がある。幾つかの例では、ブロック１５３０の動作は、図６を参照して
記載されたように、送信機６１５によって実施される場合がある。
【０１２９】
　[0139]図１６は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法１６００を示すフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１～図１３を参照
して記載されたように、ＵＥ１１５又はその構成要素によって実装される場合がある。例
えば、方法１６００の動作は、図６～図９を参照して記載されたように、ＳＲＳ送信モジ
ュール６１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５は、コードの
セットを実行して、下記に記載される機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
する場合がある。追加又は代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、下
記に記載される機能の態様を実施する場合がある。方法１６００はまた、図１４～図１５
の方法１４００及び１５００の態様を組み込む場合がある。
【０１３０】
　[0140]ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別
する場合がある。幾つかの例では、ブロック１６０５の動作は、図７を参照して記載され
たように、アップリンク識別器７０５によって実施される場合がある。
【０１３１】
　[0141]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場合があり、インジケータは基準信
号のアップリンク送信に関連付けられる。幾つかの例では、ブロック１６１０の動作は、
図７を参照して記載されたように、インジケータ識別器７１０によって実施される場合が
ある。
【０１３２】
　[0142]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。幾つ
かの例では、ブロック１６１５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マ
ネージャ７１５によって実施される場合がある。
【０１３３】
　[0143]ブロック１６２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間の最初にあるように基準信号時間期間を決定する場合が
ある。幾つかの例では、ブロック１６２０の動作は、図７を参照して記載されたように、
基準信号マネージャ７１５によって実施される場合がある。
【０１３４】
　[0144]ブロック１６２５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ＤＭＲＳベースのプリアンブルとして基準信号を送信する場合がある。幾つかの例
では、ブロック１６２５の動作は、図６を参照して記載されたように、送信機６１５によ
って実施される場合がある。
【０１３５】
　[0145]ブロック１６３０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信
号を送信する場合がある。幾つかの例では、ブロック１６３０の動作は、図６を参照して
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記載されたように、送信機６１５によって実施される場合がある。
【０１３６】
　[0146]図１７は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法１７００を示すフローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１～図１３を参照
して記載されたように、ＵＥ１１５又はその構成要素によって実装される場合がある。例
えば、方法１７００の動作は、図６～図９を参照して記載されたように、ＳＲＳ送信モジ
ュール６１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５は、コードの
セットを実行して、下記に記載される機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
する場合がある。追加又は代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、下
記に記載される機能の態様を実施する場合がある。方法１７００はまた、図１４～図１６
の方法１４００、１５００、及び１６００の態様を組み込む場合がある。
【０１３７】
　[0147]ブロック１７０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別
する場合がある。幾つかの例では、ブロック１７０５の動作は、図７を参照して記載され
たように、アップリンク識別器７０５によって実施される場合がある。
【０１３８】
　[0148]ブロック１７１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場合があり、インジケータは基準信
号のアップリンク送信に関連付けられる。幾つかの例では、ブロック１７１０の動作は、
図７を参照して記載されたように、インジケータ識別器７１０によって実施される場合が
ある。
【０１３９】
　[0149]ブロック１７１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。幾つ
かの例では、ブロック１７１５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マ
ネージャ７１５によって実施される場合がある。
【０１４０】
　[0150]ブロック１７２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間の最初より前であるように基準信号時間期間を決定する
場合がある。場合によっては、基準信号時間期間は、特殊サブフレームの間にあり、少な
くとも１つのシンボル期間を備える。幾つかの例では、ブロック１７２０の動作は、図７
を参照して記載されたように、基準信号マネージャ７１５によって実施される場合がある
。
【０１４１】
　[0151]ブロック１７２５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信
号を送信する場合がある。幾つかの例では、ブロック１７２５の動作は、図６を参照して
記載されたように、送信機６１５によって実施される場合がある。
【０１４２】
　[0152]図１８は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法１８００を示すフローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１～図１３を参照
して記載されたように、ＵＥ１１５又はその構成要素によって実装される場合がある。例
えば、方法１８００の動作は、図６～図９を参照して記載されたように、ＳＲＳ送信モジ
ュール６１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５は、コードの
セットを実行して、下記に記載される機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
する場合がある。追加又は代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、下
記に記載される機能の態様を実施する場合がある。方法１８００はまた、図１４～図１７
の方法１４００、１５００、１６００、及び１７００の態様を組み込む場合がある。
【０１４３】
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　[0153]ブロック１８０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別
する場合がある。場合によっては、ＵＥ１１５は、アップリンク送信時間期間がＵＥ１１
５向けにスケジュールされていないことを識別する場合がある。幾つかの例では、ブロッ
ク１８０５の動作は、図７を参照して記載されたように、アップリンク識別器７０５によ
って実施される場合がある。
【０１４４】
　[0154]ブロック１８１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場合があり、インジケータは基準信
号のアップリンク送信に関連付けられる。幾つかの例では、ブロック１８１０の動作は、
図７を参照して記載されたように、インジケータ識別器７１０によって実施される場合が
ある。
【０１４５】
　[0155]ブロック１８１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。幾つ
かの例では、ブロック１８１５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マ
ネージャ７１５によって実施される場合がある。
【０１４６】
　[0156]ブロック１８２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間がＵＥ１１５向けにスケジュールされていないことに少
なくとも部分的に基づいて、特殊サブフレームの一部分の間にあるように基準信号時間期
間を決定する場合もある。幾つかの例では、ブロック１８２０の動作は、図７を参照して
記載されたように、アップリンク識別器７０５によって実施される場合がある。
【０１４７】
　[0157]ブロック１８２５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信
号を送信する場合がある。幾つかの例では、ブロック１８２５の動作は、図６を参照して
記載されたように、送信機６１５によって実施される場合がある。
【０１４８】
　[0158]図１９は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法１９００を示すフローチャートを示す。方法１９００の動作は、図１～図１３を参照
して記載されたように、ＵＥ１１５又はその構成要素によって実装される場合がある。例
えば、方法１９００の動作は、図６～図９を参照して記載されたように、ＳＲＳ送信モジ
ュール６１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５は、コードの
セットを実行して、下記に記載される機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
する場合がある。追加又は代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、下
記に記載される機能の態様を実施する場合がある。方法１９００はまた、図１４～図１８
の方法１４００、１５００、１６００、１７００、及び１８００の態様を組み込む場合が
ある。
【０１４９】
　[0159]ブロック１９０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別
する場合がある。幾つかの例では、ブロック１９０５の動作は、図７を参照して記載され
たように、アップリンク識別器７０５によって実施される場合がある。
【０１５０】
　[0160]ブロック１９１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場合があり、インジケータは基準信
号のアップリンク送信に関連付けられる。幾つかの例では、ブロック１９１０の動作は、
図７を参照して記載されたように、インジケータ識別器７１０によって実施される場合が
ある。
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【０１５１】
　[0161]ブロック１９１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。場合
によっては、基準信号時間期間は、ＣＣＡ免除送信時間期間を備える。幾つかの例では、
ブロック１９１５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マネージャ７１
５によって実施される場合がある。
【０１５２】
　[0162]ブロック１９２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信
号を送信する場合がある。幾つかの例では、ブロック１９２０の動作は、図６を参照して
記載されたように、送信機６１５によって実施される場合がある。
【０１５３】
　[0163]図２０は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法２０００を示すフローチャートを示す。方法２０００の動作は、図１～図１３を参照
して記載されたように、ＵＥ１１５又はその構成要素によって実装される場合がある。例
えば、方法２０００の動作は、図６～図９を参照して記載されたように、ＳＲＳ送信モジ
ュール６１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５は、コードの
セットを実行して、下記に記載される機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
する場合がある。追加又は代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、下
記に記載される機能の態様を実施する場合がある。方法２０００はまた、図１４～図１９
の方法１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、及び１９００の態様を組み
込む場合がある。
【０１５４】
　[0164]ブロック２００５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別
する場合がある。場合によっては、インジケータは、周期性、又はオフセット、又は周波
数ホッピングパターンを備える。幾つかの例では、ブロック２００５の動作は、図７を参
照して記載されたように、アップリンク識別器７０５によって実施される場合がある。
【０１５５】
　[0165]ブロック２０１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場合があり、インジケータは基準信
号のアップリンク送信に関連付けられる。幾つかの例では、ブロック２０１０の動作は、
図７を参照して記載されたように、インジケータ識別器７１０によって実施される場合が
ある。
【０１５６】
　[0166]ブロック２０１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。場合
によっては、基準信号時間期間は、特殊サブフレームの一部分を備える。幾つかの例では
、ブロック２０１５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マネージャ７
１５によって実施される場合がある。
【０１５７】
　[0167]ブロック２０２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信
号を送信する場合がある。幾つかの例では、ブロック２０２０の動作は、図６を参照して
記載されたように、送信機６１５によって実施される場合がある。
【０１５８】
　[0168]図２１は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法２１００を示すフローチャートを示す。方法２１００の動作は、図１～図１３を参照
して記載されたように、ＵＥ１１５又はその構成要素によって実装される場合がある。例
えば、方法２１００の動作は、図６～図９を参照して記載されたように、ＳＲＳ送信モジ
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ュール６１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、ＵＥ１１５は、コードの
セットを実行して、下記に記載される機能を実施するようにＵＥ１１５の機能要素を制御
する場合がある。追加又は代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェアを使用して、下
記に記載される機能の態様を実施する場合がある。方法２１００はまた、図１４～図２０
の方法１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、１９００、及び２０００の
態様を組み込む場合がある。
【０１５９】
　[0169]ブロック２１０５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、共有無線周波数スペクトル帯域に関連付けられたアップリンク送信時間期間を識別
する場合がある。幾つかの例では、ブロック２１０５の動作は、図７を参照して記載され
たように、アップリンク識別器７０５によって実施される場合がある。
【０１６０】
　[0170]ブロック２１１０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、ダウンリンク送信内でインジケータを受信する場合があり、インジケータは基準信
号のアップリンク送信に関連付けられる。場合によっては、インジケータは、周期性、又
はオフセット、又は周波数ホッピングパターンを備える。幾つかの例では、ブロック２１
１０の動作は、図７を参照して記載されたように、インジケータ識別器７１０によって実
施される場合がある。
【０１６１】
　[0171]ブロック２１１５において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、アップリンク送信時間期間に対する基準信号時間期間を識別する場合がある。場合
によっては、特殊ＳＲＳフレームは、基準信号時間期間を備える。幾つかの例では、ブロ
ック２１１５の動作は、図７を参照して記載されたように、基準信号マネージャ７１５に
よって実施される場合がある。
【０１６２】
　[0172]ブロック２１２０において、ＵＥ１１５は、図２～図５を参照して記載されたよ
うに、識別された基準信号時間期間の間に共有無線周波数スペクトル帯域にわたり基準信
号を送信する場合がある。幾つかの例では、ブロック２１２０の動作は、図６を参照して
記載されたように、送信機６１５によって実施される場合がある。
【０１６３】
　[0173]図２２は、本開示の様々な態様による、共有スペクトル上の基準信号の送信用の
方法２２００を示すフローチャートを示す。方法２２００の動作は、図１～図１３を参照
しながら説明したように、基地局１０５又はその構成要素によって実装され得る。例えば
、方法２２００の動作は、図１０～図１３を参照して記載されたように、基地局ＳＲＳ送
信モジュール１０１０によって実施される場合がある。幾つかの例では、基地局１０５は
、コードのセットを実行して、下記に記載される機能を実施するように基地局１０５の機
能要素を制御する場合がある。追加又は代替として、基地局１０５は、専用ハードウェア
を使用して、下記に記載される機能の態様を実施する場合がある。方法２２００はまた、
図１４～図２１の方法１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、１９００、
２０００、及び２１００の態様を組み込む場合がある。
【０１６４】
　[0174]ブロック２２０５において、基地局１０５は、図２～図５を参照して記載された
ように、基準信号を送信するようにスケジュールされるワイヤレスデバイスのセットを識
別する場合がある。幾つかの例では、ブロック２２０５の動作は、図１１を参照して記載
されたように、基準信号スケジューラ１１０５によって実施される場合がある。
【０１６５】
　[0175]ブロック２２１０において、基地局１０５は、図２～図５を参照して記載された
ように、アップリンク送信時間期間に対する基準信号を送信するための基準信号時間期間
を決定する場合がある。幾つかの例では、ブロック２２１０の動作は、図１１を参照して
記載されたように、ＢＳ基準信号マネージャ１１１０によって実施される場合がある。
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【０１６６】
　[0176]ブロック２２１５において、基地局１０５は、図２～図５を参照して記載された
ように、基準信号時間に関連付けられたワイヤレスデバイスのセットに指示を送信する場
合がある。幾つかの例では、ブロック２２１５の動作は、図１０を参照して記載されたよ
うに、送信機１０１５によって実施される場合がある。
【０１６７】
　[0177]方法１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、１９００、２０００
、２１００、及び２２００は、共有スペクトル上の基準信号の送信を実現する場合がある
。方法１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、１９００、２０００、２１
００、及び２２００は可能な実装形態を記載していること、並びに、動作及びステップは
、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるか、又は場合によっては修正される
場合があることに留意されたい。幾つかの例では、方法１４００、１５００、１６００、
１７００、１８００、１９００、２０００、２１００、及び２２００のうちの２つ以上か
らの態様が組み合わされる場合がある。
【０１６８】
　[0178]本明細書の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適
用可能性、又は例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明さ
れた要素の機能及び構成において変更が行われる場合がある。様々な例は、必要に応じて
、様々な手順又は構成要素を省略、置換、又は追加する場合がある。また、幾つかの例に
関して記載された特徴は、他の例において組み合わされる場合がある。
【０１６９】
　[0179]本明細書に記載された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ
）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、及び他のシステムなどの
様々なワイヤレス通信システムに使用される場合がある。「システム」及び「ネットワー
ク」という用語は、しばしば互換的に使用される。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システ
ムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術
を実装する場合がある。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規格と、ＩＳ－９５規格と
、ＩＳ－８５６規格とをカバーする。ＩＳ－２０００リリース０及びＡは、通常、ＣＤＭ
Ａ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常、Ｃ
ＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。Ｕ
ＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））と、ＣＤＭＡの他の変形とを含む
。時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ
（登録商標））などの無線技術を実装する場合がある。直交周波数分割多元接続（ＯＦＤ
ＭＡ）システムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－
ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ
（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装す
る場合がある。ＵＴＲＡ及びＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーシ
ョンシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）及びＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユ
ニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースであ
る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（
ＵＭＴＳ）、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、及びモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）は
、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する組織からの文書に記
載されている。ＣＤＭＡ２０００及びＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト２」（３ＧＰＰ２）と称する組織からの文書に記載されている。本明細書に記載された
技法は、上述されたシステム及び無線技術、並びに他のシステム及び無線技術に使用され
る場合がある。しかしながら、本明細書の説明は、例としてＬＴＥシステムを記載し、上
記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用
可能である。
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【０１７０】
　[0180]本明細書に記載されたそのようなネットワークを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－ａネット
ワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を記載するために
使用される場合がある。本明細書に記載された１つ又は複数のワイヤレス通信システムは
、異なるタイプの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が様々な地理的領域にカバレージを与える、
異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－ａネットワークを含む場合がある。例えば、各ｅＮＢ又は基地局は
、マクロセル、スモールセル、又は他のタイプのセルに通信カバレージを与える場合があ
る。「セル」という用語は、状況に応じて、基地局、基地局に関連するキャリア若しくは
コンポーネントキャリア、又はキャリア若しくは基地局のカバレージエリア（例えば、セ
クタなど）を記載するために使用することができる３ＧＰＰ用語である。
【０１７１】
　[0181]基地局は、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシ
ーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、又は他の
何らかの適切な用語を含む場合があるか、又はそのように当業者によって呼ばれる場合が
ある。基地局のための地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成
するセクタに分割される場合がある。本明細書に記載された１つ又は複数のワイヤレス通
信システムは、異なるタイプの基地局（例えば、マクロセル基地局又はスモールセル基地
局）を含む場合がある。本明細書に記載されたＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮ
Ｂ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局及びネットワーク機器と通信するこ
とができる場合がある。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリアが存在する
場合がある。
【０１７２】
　[0182]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメート
ル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限ア
クセスを可能にする場合がある。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと
同じか又は異なる（例えば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作する場合がある低
電力基地局である。様々な例によれば、スモールセルには、ピコセル、フェムトセル、及
びマイクロセルが含まれる場合がある。ピコセルは、例えば、小さい地理的エリアをカバ
ーする場合がある、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にするする場合がある。フェムトセルも、小さい地理的エリア（例えば、
自宅）をカバーする場合があり、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（例えば、限定加入
者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアク
セスを実現する場合がある。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれる場合
がある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅ
ＮＢ、又はホームｅＮＢと呼ばれる場合がある。ｅＮＢは、１つ又は複数（例えば、２つ
、３つ、４つなど）のセル（例えば、コンポーネントキャリア）をサポートする場合があ
る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイ
プの基地局及びネットワーク機器と通信することができる場合がある。
【０１７３】
　[0183]本明細書に記載された１つ又は複数のワイヤレス通信システムは、同期動作又は
非同期動作をサポートする場合がある。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイ
ミングを有する場合があり、異なる基地局からの送信は、時間的にほぼ整合される場合が
ある。非同期動作の場合、基地局は、異なるフレームタイミングを有する場合があり、異
なる基地局からの送信は、時間的に整合されない場合がある。本明細書に記載された技法
は、同期動作又は非同期動作のいずれかに使用される場合がある。
【０１７４】
　[0184]本明細書に記載されたダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれる場合もあ
り、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれる場合もある。例えば、図１及び図２
のワイヤレス通信システム１００とワイヤレス通信サブシステム２００とを含む本明細書
に記載された各通信リンクは、１つ又は複数のキャリアを含む場合があり、各キャリアは



(41) JP 2018-520568 A 2018.7.26

10

20

30

40

50

、複数のサブキャリア（例えば、異なる周波数の波形信号）から構成される信号であり得
る。各変調信号は、異なるサブキャリア上で送られる場合があり、制御情報（例えば、基
準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送する場合が
ある。本明細書に記載された通信リンク（例えば、図１の通信リンク１２５）は、（例え
ば、対スペクトルリソースを使用する）ＦＤＤ又は（例えば、不対スペクトルリソースを
使用する）ＴＤＤ動作を使用して、双方向通信を送信する場合がある。ＦＤＤ（例えば、
フレーム構造タイプ１）及びＴＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ２）について、フレー
ム構造が定義される場合がある。
【０１７５】
　[0185]添付の図面に関して本明細書に記載された説明は、例示的な構成を記載しており
、実装され得る、又は特許請求の範囲内に入るすべての例を表すとは限らない。本明細書
で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、又は例示として働くこと」を意味し
、「好ましい」又は「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明は、記載された技
法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの
具体的な詳細なしに実践される場合がある。幾つかの事例では、記載された例の概念を不
明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造及びデバイスがブロック図の形
式で示される。
【０１７６】
　[0186]添付の図では、同様の構成要素又は特徴は、同じ参照ラベルを有する場合がある
。更に、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要
素を区別する第２のラベルとを続けることによって区別される場合がある。本明細書にお
いて第１の参照ラベルのみが使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわら
ず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【０１７７】
　[0187]本明細書に記載された情報及び信号は、多種多様な技術及び技法のいずれかを使
用して表される場合がある。例えば、上記の説明全体にわたって参照される場合があるデ
ータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、電流、電
磁波、磁場若しくは磁気粒子、光場若しくは光学粒子、又はそれらの任意の組合せによっ
て表される場合がある。
【０１７８】
　[0188]本明細書の開示に関して記載された様々な例示的なブロック及びモジュールは、
汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ若しくは他のプログラマブル論理デバイス
、個別ゲート若しくはトランジスタ論理回路、個別ハードウェア構成要素、又は本明細書
に記載された機能を実施するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装又は実
施される場合がある。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、
プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、又はス
テートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ（例
えば、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つ以上のマイクロプロセッサ、又は任意の他のそ
のような構成）として実装される場合がある。
【０１７９】
　[0189]本明細書に記載された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、又はそれらの任意の組合せに実装される場合がある。プロ
セッサによって実行されるソフトウェアに実装される場合、機能は、１つ又は複数の命令
又はコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、又はコンピュータ可読媒体
を介して送信される場合がある。他の例及び実装形態は、本開示及び添付の特許請求の範
囲の範囲及び趣旨内に入る。例えば、ソフトウェアの本質に起因して、上述された機能は
、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、又はこれらのいず
れかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する
特徴は、様々な物理位置に機能の部分が実装されるように分散されることを含め、様々な
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場所に物理的に配置される場合もある。特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される
場合、「及び／又は」という用語は、２つ以上の項目の列挙内で使用されるとき、列挙さ
れた項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、又は列挙された項目のうちの
２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。例えば、構成が構成要素Ａ、Ｂ
、及び／又はＣを含むものとして記載される場合、その構成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ
、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、又はＡとＢとＣの組合せを含むこ
とができる。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（
例えば、「のうちの少なくとも１つ」又は「のうちの１つ又は複数」などの句で終わる項
目の列挙）内で使用される「又は」は、例えば、［Ａ、Ｂ、又はＣのうちの少なくとも１
つ］の列挙が、Ａ又はＢ又はＣ又はＡＢ又はＡＣ又はＢＣ又はＡＢＣ（即ち、Ａ及びＢ及
びＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１８０】
　[0190]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用コンピュータ又は専用コンピュータによってアクセスす
ることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コン
ピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ
（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭ又は他の光ディスク
ストレージ、磁気ディスクストレージ又は他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令又
はデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送又は記憶するために使用するこ
とができ、汎用コンピュータ若しくは専用コンピュータ又は汎用プロセッサ若しくは専用
プロセッサによってアクセスすることができる、任意の他の媒体を備えることができる。
また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが
、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、
又は赤外線、無線、及びマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サ
ーバ、又は他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、又は赤外線、無線、及びマイクロ波な
どのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）及
びディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（di
sc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（
disk）、及びＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は
、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再
生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１８１】
　[0191]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成又は使用することを可能にするように
提供される。本開示の様々な修正は当業者には容易に明らかになり、本明細書で定義され
た一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用される場合がある
。従って、本開示は、本明細書に記載された例及び設計に限定されるべきでなく、本明細
書で開示された原理及び新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
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